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公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 

２０２４年度 事業報告書 

（２０２４年４月１日から２０２５年３月３１日まで） 

 

１ 博覧会開催に向けた万全な準備 

（１）シグネチャープロジェクトの具体化 

ア プロデューサーと協働してテーマ館の建築・展示の施工ならびにイベントの実施計

画を完成させ、会期中の運営に向けた体制整備・スタッフトレーニングを実施する 

２０２４年４月１３日および７月８日にプロデューサー会議を実施した。また、４

月１９日よりシグネチャーパビリオンのアテンダント募集を開始した。さらに、６月

２６日の国際参加者会議 2024年夏（IPM 2024 Summer）においてテーマ事業プロデュ

ーサーのセッションを実施し、テーマ事業と公式参加者の連携を呼び掛けた。 

１０月７日および１月１７日にプロデューサー会議を実施した。 

２０２５年１月１４日にシグネチャーパビリオンのアテンダント募集を終了した。

さらに、１月１６日の国際参加者会議2025年（ＩＰＭ ２０２５）のPavilion Showcase 

Forum のセッションにおいてテーマ事業プロデューサーによる発表を実施し、公式参

加者との連携を呼び掛けた。 

 

イ ますますの万博の機運醸成を図るため、テーマ事業の進捗をウェブやイベントで発

信する等、テーマ事業の効果的なＰＲ活動を展開する 

２０２４年４月１３日の開幕１年前イベントにおいて、テーマ事業プロデューサー

のトークセッションを実施した。また、７月８日のプロデューサー会議において、テ

ーマ事業プロデューサーの大屋根リングでの写真撮影を実施し、広報活動に活用した。 

９月２４日に河森プロデューサーによるユニフォーム発表会を実施した。 

１０月１７日に河瀨プロデューサーによる近鉄電車ラッピング車両お披露目会を実

施した。 

１０月３０日に NewsPicks によるウェブ番組「WeeklyOchiai」で８名のテーマ事業

プロデューサーが登壇するプログラムを公開した。 

１１月２６日に福岡プロデューサーによる展示実機初公開・メディア向け取材会を

実施した。 

１２月１２日に宮田プロデューサーによるアテンダントスタッフユニフォーム発表

会を実施し、２０２５年３月２７日には宮田プロデューサーによるパビリオンの内覧

会を実施した。 
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（２）未来社会ショーケース事業の具体化 

ア スマートモビリティ万博 

会場内外における人荷の輸送・移動等における未来技術の実証・実装にあたり、企業・

団体等との連携をさらに強化し、事業を準備する 

会場アクセス船を担う事業者（岩谷産業株式会社）との協賛契約を２０２５年３月

１４日に締結した。また、関係者モビリティについて、２０２４年４月２６日に株式

会社アキボウと、２０２５年３月５日に LIME 社とそれぞれ協賛契約書を締結した。

さらに、外周バス事業を担う大阪市高速電気軌道株式会社・関西電力株式会社・株式

会社大林組・株式会社ダイヘンと２０２４年１２月２６日に協賛契約を締結した。会

場内で主に長距離歩行が困難な方を対象としたパーソナルモビリティにかかる協賛

契約書を２０２５年１月３１日にダイハツ工業株式会社と締結した。また、同事業に

かかる運営委託業者を公募により決定した。 

【空飛ぶクルマ】 

会場内ポート運営については、オリックス株式会社と、運航事業については、ANA

ホールディングス株式会社・Joby Aviation,Inc.、株式会社 Soracle、丸紅株式会社、

及び株式会社 SkyDrive と実施内容等について協議・調整を行った。また、空飛ぶク

ルマが実装された未来社会を体感できる展示施設「空飛ぶクルマ ステーション」の

運営に向け関係者と協議・調整を行った。 

 

イ デジタル万博 

来場者体験の高度化や会場運営の効率化に資するデジタル技術の実証・実装にあたり、

企業・団体等との連携をさらに強化し、事業を準備する 

来場者体験の高度化や会場運営の効率化に資するデジタル技術の実証・実装にあ

たり、企業・団体等との連携をさらに強化し、事業の具体化を図っている。 

無線 LAN 環境・ローミング基盤の Wi-Fi アクセスポイント協賛台数増加につい

て、シスコシステムズ合同会社と２０２４年１０月１１日に変更契約を締結し、会

場内への設置について２０２５年３月１８日に完了した。自動翻訳システムについ

て、新たに「SoundUDコンソーシアム」（代表企業：ヤマハ株式会社）と２０２４年

１１月１５日に、株式会社みらい翻訳との協賛契約に株式会社 NTT ドコモを加えた

三者契約を２０２５年１月２４日に締結した。 

また、事業を支える各アプリの名称について、来場者向けパーソナルエージェン

ト（日本電信電話株式会社協賛）は「EXPO2025 Personal Agent」、自動翻訳システ

ム（TOPPANホールディングス株式会社協賛）は「EXPOホンヤク」等にそれぞれ決定

した。 

 

 



3 

 

ウ バーチャル万博 

世界中から参加できるインクルーシブな万博の実現に向け、企業・団体等との連携を

強化し、バーチャルコンテンツの制作を進める 

バーチャル万博の実現に向け、IPM 2024 Summerなどにてバーチャルパビリオン展

示制作に向けた周知やサポートを行い、出展者によるコンテンツ制作を推進するとと

もに、バーチャル催事の募集と内定通知を行った。 

また、IPM 2025において、バーチャル万博の制作スケジュールについて周知を行

い、バーチャル万博オープン日を一般向けに公開した。 

ＥＸＰＯ共創事業については、新たに２０２４年４月１０日に東日本旅客鉄道株

式会社、５月２４日に PeatixJapan株式会社、１０月７日に株式会社ププルインター

ナショナル、１１月１４日にハイセンスジャパン株式会社と協賛契約を締結した。 

さらに会期中の交流イベントに関する運営事業者を公募し、株式会社セレスポを

最優秀事業者として選定した。 

 

エ アート万博 

会場の景観や歩径路などを、先進エンタテインメント技術の実証・実装する催事の場 

と捉え、引き続き企業・団体等との連携を強化し、事業を準備する 

【ウォータープラザ水上ショー】 

協賛者であるサントリーホールディングス株式会社、ダイキン工業株式会社と実

施に向けた設置物、実施内容、運営計画等について協議・調整を行った。 

２０２４年７月８日に、起工式とメディア説明会を実施し、ショーの概要を発表

した。また、９月２５日超早割抽選にあわせイベント予約を開始するとともに、１

２月２４日にショーの詳細情報としてキャラクターデザイン、声優、昼の演出等に

ついて発表した。 

ウォータープラザへの水入れが完了し、ショー機材の調整・演出テストを行うと

ともに、現場での運営オペ―ションの確認・調整を行った。 

【静けさの森インスタレーション】 

協賛者であるアサヒグループジャパン株式会社と実施内容等について協議・調整

を行った。また、個々のアーティストとの作品制作の契約を締結し、実施委託事業者

とともに個々のアーティスト作品制作の設置に向けた調整、設置工事を行った。２０

２５年３月１２日に参加アーティストの記者発表会を行った。 

【プロジェクションマッピング事業】 

プロジェクションマッピング作品の公募に向け、実施委託事業者を決定。２０２４

年１１月１５日より作品募集を開始した。 

募集した作品の選定とともに、実施に向けた現地への機材設置・調整を行った。 
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【パブリックアート事業】 

２０２４年１２月１８日、株式会社アートローグ（大阪関西国際芸術祭）をはじめ

とする各者と協賛契約を締結した。会場への設置に向け、個々のアーティストと場所

や内容等の確認・調整を行いながら、順次設置を行った。 

 

オ グリーン万博 

万博運営および経済活動全般における環境負荷低減技術の実証・実装にあたり、企業・ 

団体等との連携をさらに強化し、事業を準備する 

万博運営および経済活動全般における環境負荷低減技術の実証・実装にあたり、企

業・団体等との連携をさらに強化し、具体的な取り組みについて検討し、新たに、積

水化学工業株式会社、関西電力株式会社、名古屋大学、九州大学、エア・ウォーター

株式会社・戸田工業株式会社と協賛契約を締結した。また、ENEOS 株式会社と協賛契

約締結に向けた協議・調整を行った。なお、協賛契約を締結した事業について、施設

を完成し運用を開始した。さらに、カーボンリサイクルファクトリーの竣工式を２０

２５年３月１３日に実施した。 

会場内で発生する廃棄物の削減対策として、建物、建材・設備、什器・備品のリユ

ースを促進するためにリユースマッチングサイト「ミャク市！」を構築し、３月から

リユースの公募を開始した。またプラスチックの代替として燃やすごみに含まれる、

リサイクルが難しい紙が増えることを想定し、難再生古紙の再資源化に向けて、コア

レックス信栄株式会社と１月２８日に契約を締結した。 

さらに、脱炭素・資源循環に関する取り組みについて、１月３１日にシンポジウム

を開催し、取り組み状況について広く情報を発信した。 

その他、小中高生向けの展示と体験型プログラム及び環境・建築に関する会場内ツ

アー事業「ジュニア SDGs キャンプ」については、会場施設であるサステナドームの

内装工事を実施し、２０２５年３月に完成した。また、協会主体で実施する個別プロ

グラムについて、テスト授業等を通じて作成を進め、２０２５年３月に教材を完成し

た。 

 

カ フューチャーライフ万博 

会場内「フューチャーライフヴィレッジ」での取組を具体化するとともに、来場者が 

未来の都市や未来の食・ヘルスケア等を体感できる先進技術の実証・実装にあたり、 

企業・団体等との連携を強化し、事業を準備する 

【未来の都市】 

運営・広報プロモーションの委託事業者として公募選定した大日本印刷株式会社

及び株式会社コングレの共同企業体と２０２４年４月１６日に契約締結した。 

また、共通展示に係る展示工事、付属工事、一部外構工事及び撤去工事共通展示
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の施工の一般競争入札を６月２５日公告、７月１８日開札した。 

さらに、メディア関係者向けのパビリオン展示内容発表会を７月１７日に大阪に

て実施した。 

メディア関係者向けのパビリオン展示内容発表会を第１弾（２０２４年７月１７

日大阪）、第２弾（２０２４年８月２８日東京）、第３弾（２０２４年１２月３日東

京）を立て続けに実施した。 

協会委託の運営スタッフ、アテンダントの内定式を１１月３０日コングレスクエ

ア中之島にて実施し、１００名が参加した。 

１１月にパビリオンの建屋外観が完成し、１１月３０日より展示エリア施工を開

始し、２０２５年１月末に完了した。 

「未来の都市共通展示の企画・設計及び映像コンテンツの企画・制作等業務」に

展示工事等調整業務を追加する変更契約を１２月に締結した。 

２０２５年３月１０日に、メディアも招いて、未来の都市パビリオンの完成記念

式典および内覧会を開催した。 

【フューチャーライフエクスペリエンス】 

企画・展示運営業務委託事業者の FLE推進共同企業体（大日本印刷株式会社・日本

コンベンションサービス株式会社）と２０２４年４月２日に２０２４年度委託契約を

締結した。 

２０２３年度から引き続き常設展示（協賛者）及び期間展示・ステージ（会場参加

者）の募集を実施。会場参加者の内定者へは４月７日から順次 FLVポータル（本申込

手続きを行うサイト）への案内を開始した。 

なお、参加費用の入金が確認できた参加者名については８月２８日に第１弾とし

て協会 HPで公表した。 

１２月１５日に参加募集を終了。常設展示７枠、期間展示１５４枠、ステージ１９

０枠が決定した。 

広報プロモーションについて、２０２５年１月２０日に期間展示とステージの第

６弾参加者を発表。１月２１日に道修町オフィスにて常設展示の出展企業・団体のプ

レス発表会、また２月１２日に東京でＦＬＶ全体の展示交流会を実施した。 

３月２５日に FLV建物引渡しが完了し、協賛者・参加者による内装・展示準備を開

始した。３月１９日から２８日まで FLE参加者向相談会・展示台見学会を実施した（＠

ExBox）。３月末より FLV内への CDC物品の搬入・設置を開始した（4月上旬終了予定）。 

 

（３）催事計画の具体的推進 

ア 催事基本計画に基づき、万博に相応しい催事の企画内容を決定の上、その推進体制を

構築し、実施に向けた準備を行う 

万博にふさわしい多彩な催事を検討することを目的に設置した「大阪・関西万
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博催事検討会議」の第５回会議を２０２４年４月９日に開催し、イベントの内定

発出や編成状況、一般参加催事の選考状況、今後のスケジュールについて各委員

からご意見をいただいた。 

第６回（９月３日）第７回（１２月２日）では、イベントの内定状況や編成状

況、協会主催者催事（One World, One Planet.）(Physical Twin Symphony)(万博

サウナ)の具体的な企画内容の説明、会場視察（EXPO アリーナ、EXPO ホール等）

を実施し、各委員からご意見をいただいいた。 

第８回（２０２５年２月２５日）は夢洲会場で開催し、開会式やアート万博の

進捗状況、イベントの予約状況などについて報告を行い、各委員からご意見をい

ただいた。また、記者との交流会も行った。 

 

イ ナショナルデー及びスペシャルデーなどをイベントガイドラインに基づき、公式参

加者（国・地域・国際機関）を募集し、それを推進する 

ナショナルデー及びスペシャルデー、公式参加者自主催事の追加申込について、

順次内定を発出した。２０２４年６月２５日・２６日に開催された IPM 2024 

Summerにおいて、開閉会式、ナショナルデー・スペシャルデー（儀典含む）、自主

催事についての説明と質疑応答を行った。 

また、開会式を２０２５年４月１２日に執り行う事を発表した。 

１２月１０日時点で１５６か国・地域・国際機関のナショナルデー・スペシャ

ルデーを公表した。 

１１月にはナショナルデー・スペシャルデーの実施にあたり、当日の代表団の

動き、各種関連ガイドラインの情報も盛り込み、１冊で実施のためにまとめた「ナ

ショナルデー・スペシャルデー基本プログラムガイドブック」とナショナルデー・

スペシャルデーや自主催事について、催事の実務担当者向け NDホールでの開催を

例に、当日のスケジュール、イベント開催のヒント、AD証等の関連ガイドライン

による注意点をまとめた「催事制作ガイド」を発出した。 

２０２５年２月末から、公式参加者の要望に応じて、万博会場にて ND ホール

をはじめとした各催事施設を案内した。そして、各公式参加者とナショナルデー・

スペシャルデーなどの実施について具体的な打合せを進めた。 

 

ウ 開会式実施計画の策定及び実施準備を行う 

開会式は万博のテーマや行催事の思想が集約された象徴的なイベントである

ことから、プロポーザル方式により事業者を公募し、２０２４年５月３１日に事

業者を決定するとともに、開会式実施本部会議を立ち上げ、事業者とともに実施

計画策定に向けた協議・調整を行った。 

事業者決定後、開会式実施本部会議を中心に開会式の実演コンテンツや映像コ
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ンテンツの内容を決定した。 

国内外へ発信し、参加者へ「大阪・関西万博 2025」のメッセージを伝え、感動

を与える式典内容をめざした。NHK の中継放送も決定した。 

開会式に向け、ステージ施工などを行ったほか、テクニカルリハーサルや音楽、

ダンスのリハーサルなど開会式の本番に向けた準備を進めた。 

 

エ 閉会式基本計画及び実施計画策定に向けた準備を行う 

愛・地球博の「閉幕祭」を参考に、閉会式の必要コンテンツの整理を実施。組織体

制の構築と役割分担、予算の配分、テーマ・方針・全体スケジュールの検討に入った。 

 

オ 催事編成カレンダーの策定 

２０２４年４月９日にイベント情報（第１弾）として、１０２か国・地域、４

国際機関のナショナルデー、スペシャルデー開催日を公表した。 

また、６月２０日には第２弾として新たに公表の承諾を得られた３１か国のナ

ショナルデーを公表した。 

加えて、ジャパンデーの開催日（２０２５年７月３日）を公表した。また、編

成に余裕があるポップアップステージ、EXPO アリーナ、新たなイベントスペース

について、５月３１日から一般参加催事の第２次募集を開始した。 

９月３日に公表の許諾を得られた企画に関し、主要イベント施設のイベントカ

レンダーを公表した。 

その後も主要なイベントは個別にホームページで紹介しているほか、公式アプ

リ「EXPO2025 Visitors」で適宜公表した。 

開幕１ヵ月前を控えた２０２５年３月１３日に「イベントカレンダー」を公表

した。 

 

（４）テーマウィークの推進 

ア 協会主催のテーマウィークプログラム「アジェンダ 2025」の実施に向けた準備を行

う 

２０２４年５月２４日にアジェンダ 2025 主催プログラム概要を、テーマウィー

ク全体協賛者のプレス公表にあわせ、パネルディスカッション形式で発表した。 

また、６月２５日に開催した IPM 2024 Summerにおいて、公式参加者のテーマウ

ィーク事業に対する理解を深めるとともに、各パビリオンでテーマウィークプログ

ラムを企画実施するモチベーションを高めてもらうため、「プレテーマウィーク」を

実施した。 

さらに、アジェンダ 2025主催プログラムのモデレーター、パネリストの検討し、

招聘の準備をすすめた。 
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１１月２１日に、アジェンダ 2025 主催プログラムにおける最終企画会議を実施

し、企画内容を固めるとともに、招聘準備をすすめ、全モデレーターを決定、パネ

リストについても目途をつけた。 

また、決定した企画内容を元に、モデレーターも含めてプログラム進行台本の準

備を進めた。 

さらに、決定したモデレーター・パネリストと順次、旅程等の調整を進め、円滑

な実施にむけた準備を行った。 

 

イ テーマウィークの全体事務局を設置し、主催者に加え、公式参加者、政府・自治体、

共創事業参加者、出展企業などのテーマウィークプログラムも集約し発信する 

２０２４年６月１３日に、テーマウィーク事務局の公募・選定をすすめ、事務局

を設置し、それ以降、テーマウィークの実施に向け、事務局に各種分科会を設置し、

広報やテーマウィークスタジオなどに係る準備を開始した。 

また、７月１日に、公式参加者（トラック１）のテーマウィークプログラムエン

トリー受付、審査を開始するとともに、公表にむけたプログラム情報の集約を開始

し、その他のトラックについても、順次各トラックの事業所管部局を通じてエント

リー受付、審査を開始した。 

９月２５日にテーマウィーク特設 WEB サイトを開設するとともに、７月より開始

していたテーマウィークプログラムエントリーを経て準備が整った８３プログラム

（アジェンダ 2025主催プログラム含）について公表・発信し、プログラム実施主催

者との実施にむけた調整に着手した。 

その後も集約をすすめ、２０２５年１月１０日には１４７プログラムをカレンダ

ー形式で、同サイトにて公表・発信するとともに、１月１５日開催のＩＰＭ ２０

２５において、全公式参加者にさらなるテーマウィークへのプログラムエントリー

を呼びかけるなどプログラムの充実に努め、約３００プログラムの開催見込みとな

った。 

２０２４年１１月には、テーマウィークプログラムの主要会場の一つとなる「テ

ーマウィークスタジオ」について、工事に着手し、２０２５年２月に完成した。 

 

ウ 全国からテーマウィークの会場外関連プログラムとして参加できる「テーマウィー

ク コネクト」の集約を進め発信する 

テーマウィークコネクトの受付・審査を継続実施し、多くの企業・団体等との問

い合わせ対応を行った。 

また、２０２４年５月１６日に、内閣官房及び経済産業省とも、テーマウィーク

コネクト参加の促進について意見交換を実施し連携を呼びかけた。 

テーマウィークコネクト登録にかかる判断要素について、より魅力的なプログラ
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ム参加につながるよう、プロデューサーなどとも連携・工夫しながら、受付・審査

を継続実施した。 

９月２５日のプログラム公表では、６プログラムの公表を行うとともに、内閣官

房や経済産業省等、またイベント関連会社等との連携もすすめ、１０プログラムを

超える参加を見込むこととなった。 

 

（５）会場整備 

ア 会場施設の建築工事完了 

管理本部（西棟・中央棟）については、２０２４年６月１９日に工事が完了し、タ

イプＢ及びタイプＣパビリオン計９棟についても、７月２日までに工事が完了した。 

大屋根リングは、柱・梁等の基本構造が２０２４年８月２１日に完成し、各工区の

施設及び大催事場、小催事場、迎賓館、シグネチャーパビリオンとともに、２０２５

年２月２８日までに建物工事が完了した。 

若手建築家設計施設（休憩所・トイレ等）２０件については、２０２４年６月２０

日までに全ての工事請負契約を締結し、順次工事を進め２０２５年３月３１日までに

工事が完了した。 

各工区のランドスケープ工事については、会場全体の状況に合わせて随時工事着

手し、２０２５年２月２８日までに完了した。 

静けさの森工区は、中央部の植樹が２０２４年６月７日に完了後、周辺部の植樹に

向け造成等に着手し、２０２５年２月２８日までに完了した。 

 

イ 仮設インフラ工事の完了 

会場基盤整備（園路基盤整備、雨水管・汚水管等設置）は完了し、２０２４年７月

１７日に水道の仮使用（施設検査や散水等に用途に限定）を開始した。 

電気は２０２４年３月２５日に万博会場内の特高変電所・高圧電力ケーブルの充

電が完了し、５月以降から順次、準備が整った施設から送電を開始した。 

会場基盤整備（園路基盤整備、雨水管・汚水管等設置）は完了し、１２月２日に熱

（冷・温水）、１２月２７日に給水及び下水（汚水）の供用を開始した。 

 

ウ 環境影響評価書・事後調査計画書に基づく事後調査の継続実施 

公表済みの事後調査計画書に基づき、会場予定地及びその周辺、舞洲万博Ｐ＆Ｒ

駐車場予定地の鳥類の飛来状況を調査した。また、２０２４年４月に会場予定地か

らの建設作業騒音、６月に舞洲万博Ｐ＆Ｒ駐車場予定地からの建設作業騒音・振動

を測定した。 

公表済みの事後調査計画書に基づき、建設工事中における鳥類の飛来状況を含め、

環境影響要因を調査し、調査が終了した陸域動物の調査結果を事後調査報告書とし
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てとりまとめ、２０２４年１２月２７日に公表した。 

 

エ 会場内施設等の維持管理に関する発注、維持管理業務の開始 

会場建設費で整備した施設や設備について会期中及び会期前後で必要となる維

持管理（巡回、点検、植栽管理等）を行うため、２０２４年６月５日に業務委託契

約を締結した。７月から完成引渡しを受けたタイプＢ及びタイプＣパビリオン等の

巡視点検、通信用接続ますの排水作業、会場内施設の確認作業を開始した。 

大屋根リングの屋上緑化について会期中の維持管理、植替作業を行うため、７月

２９日に業務委託契約を締結した。 

完成引渡しを受けた施設から順次維持管理（巡回、点検、植栽管理等）業務を開

始した。２０２５年１月６日から管理本部中央棟施設管理事務所に業務受託事業者

が常駐し業務を実施した。 

大屋根リング屋上緑化の維持管理を２０２５年３月１日から実施するため、２月

２０日から管理本部中央棟施設管理事務所に業務受託業者が常駐し、業務を開始し

た。 

 

（６）来場者輸送対策の実施 

ア 来場者輸送対策協議会にて、施設管理者や交通事業者等とともに輸送計画を具体化

し、その推進を図る 

７月１９日に第６回協議会を開催し、具体方針（第３版）における課題等の検討を

進め、「大阪・関西万博来場者輸送具体方針（アクションプラン）第４版」を策定した。 

１２月１０日に第７回協議会を開催し、具体方針（第４版）における課題等の検討

を進め、「大阪・関西万博来場者輸送具体方針（アクションプラン）第５版（最終版）」

を策定し、万博開催期間中の輸送状況等を報告するための「輸送対策部会」の設置を決

定した。 

また、個別の課題検討のために各種の会議体を設置し、検討を進めた。 

＜来場者輸送対策協議会の関係検討会等＞ 

４月２２日に、２０２３年に設置した「大阪・関西万博 水上交通対策検討会」（第

２回）を開催、６月６日に同検討会（第３回）を開催し、万博開催時における、安全な

運航確保のための運航方法の検討、浮桟橋及びその周辺における安全対策等について

取りまとめを行った。また、会期中の運航に必要な調整を行い、水上航路を活用した大

阪・関西万博会場への安心・安全な来場者輸送を実現することを目的に、６月２８日か

ら７月１１日にかけて「大阪・関西万博夢洲北岸浮桟橋 第３次募集」を実施した結果、

計１５者の浮桟橋使用意向があった。１１月１３日に、「夢洲北岸浮桟橋の使用許可申

請に係る説明会」を開催し、水上航路を活用した大阪・関西万博会場への安心・安全な

来場者輸送を実現することを目的に、夢洲北岸浮桟橋の使用許可申請に向けた説明会
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を実施した。 

４月２３日に、２０２３年に設置した「大阪・関西万博 夢洲会場タクシー運用ルー

ル検討会」（第３回）、１０月３１日に同検討会（第４回）を開催し、タクシー乗降場レ

イアウト、万博交通ターミナルへの入構方法の周知の進め方などについて取りまとめ

を行い、検討会を終了した。 

４月２５日に、大阪府・大阪市とともに、日帰り教育旅行で訪れる来場者の「安全」・

「安心」な移動環境等の実現を目指し、日帰り教育旅行の輸送について、関係機関によ

り必要な検討と調整を行うため、「大阪・関西万博 日帰り教育旅行の輸送に関する検討

会」（第１回）、８月７日に同検討会（第２回）、２０２５年１月３０日に同検討会（第

３回）を開催し、日帰り教育旅行の来場需要及び交通手段が確保されたことを示すとと

もに、団体入場ゲートの設置や暑熱対策の実施等、会場側の受け入れ体制について取り

まとめを行った。 

５月３０日に、２月に設置した「大阪・関西万博 大型荷物持ち込み対策検討会」（第

２回）、１２月４日に同検討会（第３回）を開催し、公共交通機関への大型荷物持ち込

み増加に対し、安全で円滑な移動の確保に向けた対策の取りまとめを行い、検討会を終

了した。また、ターミナル周辺等において博覧会協会が手荷物一時預かり施設（配送機

能含む）の整備を行うとともに、当該施設にて業務を行うにあたり、民間事業者等の知

識やノウハウ等を活用し、より効果的・効率的に実施するため、７月１０日から８月２

日にかけて「２０２５年日本国際博覧会 大型荷物等一時預かり及び配送業務委託」に

係る事業者の募集を実施した。さらに、２０２５年２月６日に宿泊、旅行等の各事業者

団体に対して、検討会で取りまとめた対策の実施についての働きかけを行った。 

９月１３日に、『「桜島駅シャトルバス 運転士出向契約に関する合意書」説明会・調

印式』を開催し、全国の貸切バス事業者等から運転士を出向していただく運転士斡旋ス

キーム及び運転士出向に関する合意書の内容について説明を行い、貸切バス事業者と

バス運行事業者間で斡旋スキーム活用の第１号となる合意書締結の調印を行った。 

１０月３日に、２０２３年に設置した「万博駐車場交通連携システム検討会」（第３

回）を開催し、万博Ｐ＆Ｒ駐車場予約システムの検討状況、万博Ｐ＆Ｒ利用料金の報告

などを行い、検討会を終了した。 

１０月１０日に、２０２３年に設置した「大阪・関西万博 駅シャトルバス予約決済

サービス等システム連携検討会」（第３回）を開催し、KANSAI MaaSを活用した駅シャ

トルバスの予約システムが稼働するにあたり、博覧会協会が構築した来場者 MaaSとの

連携を含むシステムの最終確認を行い検討会を終了し、駅シャトルバスの運行便数、桜

島駅シャトルバスダイヤの公表を行った。 

１１月５日に、２０２３年に設置した「大阪・関西万博 自転車アクセス協議会」（第

３回）を開催し、自転車による万博会場へのアクセス方法や自転車駐車場等の利用方法

の確認、シェアサイクル等の導入、地域連携等などについて取りまとめを、検討会を終
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了した。 

 

イ 来場者輸送具体方針に基づき、2025年大阪・関西万博 交通円滑化推進会議において、

関係機関と共に一般交通への時差出勤等の働きかけにかかる周知を図るとともに、試

行を実施する 

５月２３日に第８回幹事会、７月３１日に第９回幹事会、１１月１９日に第１０回

幹事会、８月２６日に「２０２５年大阪・関西万博 交通円滑化推進会議」（第３回）、

１２月２３日に同会議（第４回）を開催し、９月３０日から１０月４日に実施した万

博ＴＤＭトライアルの効果について報告を行った。 

また、２月に開始した「万博ＴＤＭパートナー」の企業募集について、１万社・事

業所の登録を目標とし、６月には府市と連携し、会場周辺や大阪メトロ中央線周辺の

重点エリアの各事業所へのチラシ配布及びオンライン説明会の開催、７月・８月には

区広報誌に掲載し、説明会を開催し、インセンティブの導入や、府県市民への広報・

周知などについて、関係機関と引き続き連携して取り組みを進めて行くこととした。 

 

ウ 交通ターミナル等の工事を完了するとともに、運営に向けた準備を進める 

夢洲交通ターミナルや夢洲障がい者用駐車場及び舞洲・堺・尼崎の各万博Ｐ＆Ｒ駐

車場に係る整備工事並びに建築物等の賃貸借について、詳細設計や現地測量を進め、

２０２５年１月１０日から順次施設の引渡しを受けて２０２５年２月末で概成した。 

また、夢洲交通ターミナル等の雑踏警備に伴う警備計画の策定及び警備実施業務

について、オペレーション計画の策定を進めた。 

さらに、舞洲や尼崎及び堺万博Ｐ＆Ｒ駐車場と夢洲第１交通ターミナルを結ぶＰ

＆Ｒシャトルバスの運行計画の策定を進めた。 

７月１９日に、「万博Ｐ＆Ｒ利用料金」と「夢洲北岸浮桟橋利用料金」について決

定・公表を行い、１０月１３日に、会場へのアクセスに関する情報をまとめたサイト

（EXPO ２０２５ 交通インフォメーション）をオープンし、交通アクセスの日時予約

を開始した。 

１０月１５日に、「２０２５年日本国際博覧会 大型荷物等一時預かり及び配送業

務委託」に係る公募の最優秀提案事業者と契約を締結し、弁天町駅周辺及び桜島駅シ

ャトルバスターミナルに大型荷物一時預かり所を事業者により整備を行った。 

１２月１０日から２０２５年１月１５日までの間、新しいモビリティのスタイル

としてシェアサイクル等を導入するため、「２０２５年日本国際博覧会 夢洲自転車駐

車場内でのシェアサイクル等ポートの運営事業委託」に係る委託事業者の公募を行い、

２０２５年３月２８日に事業者と契約を締結した。  
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（７）企業・団体等の参加計画 

ア 企業・団体等は、ともにテーマの実現を目指すパートナーであり、これまでの万博よ

りも幅広い参加ができるよう、多様な参加メニューを用意することでより多くの参加

を促す 

幅広い協賛の獲得に向け、大企業のみならず、中小企業及びスタートアップ企業

等の参加促進を主眼に置きながら、万博の会場整備および運営に必要な施設・物品・

サービス等の協賛募集を実施した。（２０２４年３月２８日から５月３０日：第３回

会場整備参加／第６回運営参加） 

２０２４年６月１日までに新たに協賛が決定した５６者について、協会ホームペ

ージ上で社名公表を行った。これにより、会場整備参加・運営参加の協賛者は、計

２３０者となった。 

幅広い協賛の獲得に向け、大企業のみならず、中小企業及びスタートアップ企業

等の参加促進を主眼に置きながら、万博の会場整備および運営に必要な施設・物品・

サービス等の協賛募集・受け入れを継続して実施した。（２０２４年１２月２３日か

ら２０２５年２月２８日：第７回運営参加（航空輸送支援）） 

９月３０日までに新たに協賛が決定した６７者について、協会ホームページ上で

社名公表を行った。これにより、会場整備参加・運営参加の協賛者は、計３００者

となった。 

 

イ 民間パビリオン出展参加者とともに、魅力あふれるパビリオンを実現する 

出展者会議を毎月継続的に開催し、パビリオン出展者への展示・運営等の支援を

行った。 

 

ウ 催事特典など参加メニューに応じた個別特典を用意し、より多くの参加を促す 

協賛プロモート活動を進めるにあたり、各催事場やスタジオ施設、ユニフォーム

などに表示する名称表示ルールの設計を行った。 

また、催事協賛プロモート活動の強化を目的に、催事施設内での名称表示設置個

所やサイズ、館内アナウンス、協賛企業 PR コーナーの設置などの個別特典を具体的

に設計した。 

協賛プロモート活動を進めるにあたり、各催事場やスタジオ施設、ユニフォーム

などに表示する名称表示ルールの設計を行った。 

また、催事協賛プロモート活動の強化を目的に、催事施設内での名称表示設置個

所やサイズ、映像表示における名称表示ルールなどの個別設計を具体的に行った。 

 

エ キャッシュレス決済及び EXPO 2025 デジタルウォレットサービスを効率的、効果的

に運営する 
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「EXPO2025 デジタルウォレット」の事業連携サービスでは、（一社）大阪外食産

業協会、関西商工会議所連合会、大阪商工会議所、大阪市博物館機構、関西大学、

全日本空輸株式会社（ANA）、日本電気株式会社（NEC）、奈良県橿原市等との万博機

運醸成につながる様々なコラボイベントを実施した。 

また、２０２４年５月２３日に日本電気株式会社（NEC）と顔認証による会場内決

済、６月１９日にキャッシュレス推進協議会との連携に関する発表会を実施した。 

さらに、６月２５日に開催した IPM 2024 Summerにおいてキャッシュレス決済に

係る対応事項、「EXPO2025デジタルウォレット」に係る協力依頼事項、更新情報の説

明を行った。 

加えて、７月１日に「EXPO2025デジタルウォレット」の機能追加リリース、記者

向けリリース発表会および協会 HP での公表を行うことと併せ、その内容について、

Web３のスタートカンファレンス「IVS2024 KYOTO」にて企業向けの PRを行った。 

開幕１年前記念プレゼントキャンペーン、入場券部と連携した抽選「ミャクミャ

クぽん！」などプロモーションを実施した。 

「EXPO2025 デジタルウォレット」の魅力を高め、ウォレット利用者の万博参加へ

のモチベーションアップ、来場誘因を企図して、会場内の休憩スペースとして、ま

た特別な体験・サービスの提供を行う「EXPO2025デジタルウォレットパーク」の設

置（２０２５年３月竣工）を検討した。 

「キャッシュレス決済」と「EXPO2025 デジタルウォレット」の機運醸成のため、

三井住友銀行グループ、りそな銀行グループ、SBIホールディングス（アプラス社）、

三菱 UFJグループ、HashPort社、キャッシュレス推進協議会、大阪観光局、大阪商

工会議所、大阪外食産業協会、VJA加盟店、近鉄百貨店、日本デジタル空間経済連盟

等と連携し、プロモーション施策を実施した。 

また、「EXPO2025 デジタルウォレット」の事業連携サービスでは、JNTO、JETRO、

大阪市、鳥取県、グリーンロケッツ等との万博機運醸成につながる様々なコラボイ

ベントを実施した。 

さらに１２月４日に、はるな愛氏、宮田プロデューサーにご登壇いただき、デジ

タルウォレットのバージョン UPとデジタルウォレットパークの概要を発表した。デ

ジタルウォレットパークは、２０２５年１月に区画引き渡しを実施し、同年１月に

施工を開始した。 

加えて、KITTE大阪の「Giftpad space」 にて、１２月３１日より、ミャクポ！

ポイントと入場券（一日券・開幕券）の交換を開始した。また、ミャクポ！景品交

換店舗サービス（ECサイト）の開設と限定グッズの交換を、２０２５年２月１４日

から開始した。 

なお、キャッシュレス決済の対応ブランド、プリペイドカード対応協賛企業の発

表を２月１４日に行った。加えて、キャッシュレス決済・EXPO2025 デジタルウォレ
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ットガイドラインの改正・発出を２月に実施した。 

３月４日にデジタルウォレットミャクミャクリワードプログラムの追加サービ

スを開始した。３月６日に万博関連アプリ DLキャンペーン第１弾として、デジタル

ウォレットと Visitorsとの経験値連携を開始した。３月１３日にデジタルウォレッ

トと大阪エヴェッサ（プロバスケットボールチーム）のコラボキャンペーンを開始

した。「ミャクペ！」の MPM 加盟店キャンペーン 、 GiGO との特別コラボ（ミャク

ぺ！、ミャクーン！の体験イベント）を３月２８日から開始した。 

デジタルウォレットパークのサービス内容の公表を 4月中旬に行う予定。会場内

決済の BCP計画書については、４月下旬に発出する予定。 

 

オ 協会公式クラウドファンディングを実施し、万博への参加意識を高める 

実施に向けて具体的な検討・整理を進める中で、協会の会計上受け入れられない

こと、寄付を受ける場合の事前確認がシステム上難しいことなどが判明したため、

検討を中止している。 

 

（８）持続可能性管理システム（ESMS）の構築と運用 

ア 持続可能性方針を踏まえ、個別の取組・指標及び万博全体の指標について検討・整理

し、持続可能な万博運営に係る取組を具体化して、ESMSを構築・運用し、ISO20121の

認証を取得する 

持続可能性方針を踏まえ、持続可能な万博運営に係る個別の取組を具体化して

ISO20121に準拠した ESMSを構築し、２０２４年４月から運用を開始した。 

なお、ステークホルダーへの定期的な報告を行うため、持続可能性有識者委員会で

の検討を踏まえ、４月２６日に「持続可能な大阪・関西万博開催にむけた行動計画」

（第２版）を公表した。 

さらに、６月から７月にかけて、運用中のESMSに対する第三者機関によるISO20121

の認証審査を受けた。 

加えて、持続可能性有識者委員会での人権に関する取組の検討を受け、博覧会事業

に携わるすべての人の人権を尊重するため、４月２３日に「公益社団法人２０２５年

日本国際博覧会協会 人権方針」を策定し、６月１３日には第１回人権ワーキンググ

ループを開催し、人権デュー・デリジェンス（事業が及ぼす人権への負の影響と対応）

について検討を行った。 

持続可能な万博運営に係る個別の取組を具体化し４月より運用開始した ESMSにつ

いて、８月１３日に ISO20121 の認証を取得し、９月２６日に認証取得に関する記者

発表を行うとともに HPで公表した。 

また２０２５年１月１６日に第１１回持続可能性有識者委員会を開催し、持続可

能な大阪・関西万博開催にむけた行動計画（開催前報告書）及び EXPO2025 グリーン
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ビジョンについて検討を行った。 

 人権に関する取組について、１０月１７日に第２回、２０２５年２月５日に第３

回人権ワーキンググループを開催し、人権デュー・デリジェンス（事業が及ぼす人権

への負の影響と対応）について検討を行った。 

これまで人権に関する通報受付対応については、大阪・関西万博総合コンタクトセ

ンターを窓口として受け付けることとしていたが、２０２５年２月２５日にメール・

郵送での通報について専用の通報受付窓口を新たに開設、公表した。 

２０２５年３月２８日に「持続可能な大阪・関西万博開催にむけた行動計画（開催

前報告書）」及び「EXPO 2025 グリーンビジョン」を公表した。 

 

イ 物品やサービスの調達プロセスにおける持続可能性への配慮を図るため、持続可能

性に関する基準や担保方法等を定めた調達コードを運用する 

２０２４年２月２１日に開催した第１０回持続可能な調達ワーキンググループに

おける「能登半島地震の復興への配慮や協会の人権方針との関連について記載すべき」

との委員意見を受け、それらを反映した改定案について同ワーキンググループ及び持

続可能性有識者委員会の委員に意見聴取を行い、５月２２日に「持続可能性に配慮し

た調達コード（第３版）」を策定、公表した。 

これまで調達コードに関する通報受付対応（グリーバンス・メカニズム）について

は、大阪・関西万博総合コンタクトセンターを窓口として受け付けることとしていた

が、７月３日に専用の通報受付窓口を新たに開設し、プレスリリースを行った。 

１０月１６日に第１１回持続可能な調達ワーキンググループを開催し、調達コー

ドの実施状況について検討を行った。 

調達コードに関する通報受付対応（グリーバンス・メカニズム）について、９月に

通報を１件受け付けた。通報対応アドバイザリー会議の助言を得ながら情報収集し検

討した結果、処理手続を開始することは困難と判断し、手続を終了した。 

 ２０２５年３月１０日に第１２回持続可能な調達ワーキンググループを開催し、

調達コードの実施状況について検討を行った。 

 調達コードに関する通報受付対応（グリーバンス・メカニズム）について、２０

２５年３月に通報を３件受け付け、処理手続の開始を決定した。 

 

（９）万博ＩＣＴシステム及び万博通信インフラの整備 

ア 万博ＩＣＴ-ＰＦシステムを安定的に運用する。また、データ利活用に向けて機能強

化を行う 

チケット販売の促進策の一環として、２０２４年７月２４日に、電子チケット購入

に係るシステム改善（本人確認の仕組みの簡素化）を実施した。 

データ利活用に向けての機能強化として、９月１日より、サービス連携機能の本格
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運用を開始した。 

来場者に万博 ID に関する個人情報の取扱いについての理解を深めていただくため

に、個人情報保護方針を補足する指針として、２０２５年３月２８日に、「万博 IDに

関する個人情報の取扱いガイド」を作成し、公表した。 

 

イ 会場内の情報通信インフラ構築を完了し、会期に向けて会場内ネットワークおよび

データセンターの保守運用を円滑に実施する 

光ケーブルのパビリオン引き込み時期について、民間パビリオンとの調整を実施し

た。また、データ利活用に関する７システムにつきネットワーク接続(閉域)を実施し

た。 

２０２４年１０月 1日より、夢洲にて会場内ネットワークの運用を開始した。 

 

ウ 会場内での無線機利用に必要な手続き等を規定する万博会場内無線機利用にかかる

ガイドライン（運用編）を策定し、会場内の電波利用環境保護のための体制を確立す

る 

２０２４年４月２４日に会場内無線設備の管理及び周波数利用管理等業務につい

て、事業者と契約を締結した。 

５月２７日に公式参加国に対して特別規則第１０号に基づき「万博会場内無線機

利用に係るガイドライン（運用編）」を発出し、IPM 2024 Summer等で周知した。 

「万博会場内無線機利用に係るガイドライン（運用編）」に基づき、１０月１日よ

り無線機利用申請の受付を開始した。 

 

（１０）万博におけるサイバーセキュリティ対策 

ア 会期中の各システムの安定運用に向けたサイバーセキュリティオペレーション体制

の構築および協会内外との連携強化を実施する 

情報セキュリティの運用および管理について、委託事業者とともに実施した。 

会期に向けたサイバーセキュリティ対策について、有識者や NISC（内閣サイバー

セキュリティセンター）と連絡体制を含め、認識合わせを実施した。 

 

（１１）データ利活用に向けた取り組み 

 ア ２０２３年度に制定したデータ利活用ガイドラインに基づき、出展者等からの申請

受付、データ連携基盤との接続を進める 

順次、出展者からのデータ利活用申請受付及びデータ連携基盤と各種システムへ

の接続を実施した。 

出展者などからのデータ利活用申請受付を締め切り、準備の完了したシステムよ

りデータ連携基盤と各種システムへの接続を実施し運用を開始した。 
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（１２）来場者サービス・会場管理の具体化 

ア 来場者サービスやサービス施設、サービス提供体制の検討・実施 

来場者サービス実施計画を策定するため、会場サービス計画、ユニバーサルサービ

ス計画、情報提供サービス計画、会場運営体制計画についての要件を整理し、２０２

４年６月２８日に委託事業者より計画書を受領した。 

来場者サービス実施運営のため、４月１３日から６月３０日まで EXPO サービスク

ルー（仮称）の募集を実施した。その結果、募集人数６００人強に対し、１６，８２

８名の応募があった。７月から二次選考を進め、採用活動を実施した。 

会場サービス計画の要件を整理し、案内所等の各サービス施設の運用について検

討した。 

来場者サービス実施運営のため、４月から６月にかけゲストサービスアテンダン

トの募集が行われ、６００名強の定員に対して、国内外から１６，８２８名の応募が

あり、約１，０００名の内定者が決定し、１０月１５日に約８００名の参加者にて入

社式を実施した。 

内定された方々に対して、スタッフ研修を１０月基礎研修（接遇など）、１２月専

門研修（ICT・ユニバーサルなど）、３月現地研修のスケジュールで進めている。 

会場サービス計画の要件を整理し、案内所等の各サービス施設の運用について検

討の上、運営マニュアルの完成に向けて準備を進めた。 

２０２５年 3 月よりアシスタントディレクターと合流し、夢洲の現地研修を実施

した。 

各案内所やサービス施設、ゲートの運用に必要なマニュアルも精査し、更新した。 

3 月 31 日にはアテンダントが着用するユニフォームも納品され、個々に配布も完

了した。4 月より総合防災訓練、コアアテンダントでは最終調整の研修を 1 日行い、

テストランと開幕に備えた。 

 

イ 情報提供サービスの検討・実施  

２０２４年４月より情報提供サービス計画について要件を整理し、調整を行った。 

５月から６月の間、会場内デジタルサイネージのプロポーザル選定委員会を行い、

７月１日に TOPPAN 株式会社と契約を締結し、７月に基礎システム要件定義、８月ま

でに筐体デザインの調整を行った。９月からはコンテンツ詳細について各原課と調整

を開始し、２０２５年１月のデモ実施を経て３月の総合テストも完了したため、その

後開幕に向けた最終調整を行った。ハード工事については、基礎工事に関する整備局

との調整を経て、２０２５年２月に全１７台の本体設置を完了した。 

ゲート前後・バックヤードサインについては、入札にて TOPPAN株式会社と７月２

４日に契約を締結し、７月から８月にかけ、サイン表示面について関係部局と調整し
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た。２０２５年３月までに設置を完了し、開幕に向けて強風対策など最終確認作業を

行った。 

来場者向けアプリケーション「EXPO 2025 Visitors」の開発を進め、２０２４年９

月１８日に第一段階での一般向けリリースを実施した。２０２５年３月２７日に第二

段階のリリースを行い、当初予定機能全てリリースし、来場者の利便性を高めた。 

会場内放送については、放送内容について関係部局との調整を行いながら、放送内

容の文字化/多言語化を行うシステムとの連携に関する協議を実施した。各放送拠点

へ機器の搬入、実際に放送を担当するスタッフへの研修も実施し、開幕に向けた準備

を行った。 

 

ウ ユニバーサルサービスの検討・実施 

２０２４年５月からユニバーサル関連マップ「バリアフリーマップ」「センサリ

ーマップ」「触知図」についての検討を行った。同年１０月から万博 HP 内にユニバ

ーサルページの作成を検討し様々なユニバーサル関連情報の掲載のため多他部局と

の調整を行い、バリアフリーマップ及びセンサリーマップについては、当該ページ

へのデータ掲載済み。会期中は現地でのプリントアウトにて配布。触知図について

は各団体などへ寄贈し事前閲覧及び情報発信を検討、当該ページでの情報発信済み。 

２０２５年３月６日、ユニバーサルサービス報告会を実施。これまで委員からい

ただいたご意見を元に準備したサービスを報告し、４月４日のテストランにて会場

を視察、確認をいただいた。 

ユニバーサルサービス Web サイト 2 回目の更新を 4 月 11 日の公開に向け準備中

した。 

３月中にバリアフリーマップ、センサリーマップ、触知図は校了済み。触知図は、

事前配布（寄贈）や事前周知に全国視覚障害者情報提供施設協会（全視情協）や全

国盲学校長会（特別支援学校長会）などと協力し、盲学校卒業者ではない方も閲覧

可能となった。 

車いす 300台、歩行補助具 140台、ベビーカー800台を搬入済。 

 

エ ボランティアの募集・運営 

２０２４年１月２６日から４月３０日までボランティアの募集を実施した。 

その結果、募集人数約１万人に対し、３４，１９０人の応募があったこと等を踏ま

え、登録人数を１４，０００人とし、抽選の上、６月２８日から順次、面談を実施し

た。 

なお、大阪府・大阪市が運営し、博覧会協会と連携しながら募集広報等を実施した

大阪まちボランティアについては、同じく募集人数約１万人に対し、２１，４４４人

の応募があり、登録人数を１６，０００人とした。 
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２０２４年１０月以降、ボランティア活動の基礎知識等を習得していただくため

の研修を実施するとともに、２０２５年２月から活動シフト予約の受付を開始するな

ど、開幕に向けた取組みを進めた。 

 

オ ペット同伴の検討  

２０２４年６月２７日に、ペット同伴来場実施に関して理事会へ議案提出したが、

決議持越しとなった。 

９月１３日の理事会にて「ペット同伴来場実施見送り」について決議し、ペット同

伴来場の実施見送りが決定した。 

 

カ アクレディテーションの検討・実施 

２０２４年５月２７日「関係者入場証（AD 証）ガイドライン」を関係者向けに発

出するとともに、博覧会協会職員及び関係者向けの説明会を随時開催し、AD証の申請

手続き等について、周知を開始した。  

また、１０月の「AD証登録システム」のリリースに向けて、詳細なシステム設計・

各種テストを実施するとともに、AD証の受渡しを行う「メイン ADセンター」のレイ

アウト工事、什器搬入等の開設準備を実施した。 

１０月７日に AD 証の受渡しを行う「メイン AD センター」を ATC に開設し、１０

月１７日には AD 証登録サイトをリリースし、AD 証の登録・発行申請の受付から受渡

しまでを開始した。 

２０２５年３月末には、関係者ゲート（東）・（西）・（南東駐車場）、車両ゲート（VIP/

南東一般・南東駐車場 A・B、管理棟西運営本部、メディアセンター、迎賓館、EXPOア

リーナ、EXPOホール、EXPONDホールの AD 証認証端末の設置工事を完了し、４月１日

より本番稼働させた。また、同日よりサブ AD センターを夢洲会場一般来場者東ゲー

トに開設した。 

 

キ 清掃・廃棄物処理等、会場管理の検討・実施  

２０２４年４月から会期中の適正かつ円滑な運営に向けて廃棄物管理業務委託業

者及び清掃業務委託業者と各業務の実施計画の検討を開始した。 

廃棄物管理業務及び清掃業務の実施計画及び作業マニュアルの作成や調整を行う

とともに、廃棄物処理業者との契約締結を進め、２０２５年１月１４日から会場内廃

棄物管理業務を、１月２０日から会場内清掃業務を開始した。 

廃棄物管理業務及び清掃業務の各実施計画や作業マニュアル、２月に発出した「ご

みの適正処理等に関するガイドライン（追補版）」を踏まえ、廃棄物管理業務では３月

１日から全サブストックヤードで実作業による計量システムの稼働状況の確認を実

施した。また、清掃業務では３月から段階的にスタッフ数を増員し清掃範囲を拡充す
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る等、開幕に向けて確実かつ円滑な運営体制を整えた。 

 

ク 営業施設の配置や事業収支の検討・実施、事業者の募集  

２０２４年６月３日から７月２日まで順次、営業参加一次公募で決定した事業者

７者と参加契約を締結した。また、５月２４日に二次公募の営業参加候補者を決定し、

出店に向けて協議を開始した。さらに、６月２８日に「大規模小売店舗立地法」に基

づいた大阪市への届出を行い、８月１９日に住民向け説明会を実施した。 

期間を通じて営業参加公募で決定した事業者と参加契約及び出店へ向けた継続協

議を実施した。また、９月１２日から２月１９日にかけて事業者へ運営にかかる各種

説明会を計８回実施した。さらに、１２月９日に大規模小売店舗立地法に基づき大阪

市で開催された審議会に参加し、１３日には「意見なし」との通知を受け取り、手続

きが完了した。 

消防センターと連携し２０２５年２月２８日及び３月１７日、３１日に消防検査

を実施し、各店舗の消防設備が適切に施工されていることを確認した。 

 

ケ 場内輸送の検討・実施  

会場内・外周バス事業について、協賛者（関西電力株式会社・大阪市高速電気軌

道株式会社・株式会社ダイヘン・株式会社大林組）と協賛契約書締結に向け、継続

協議を実施した。  

また、来場者向けパーソナルモビリティについて、機体メーカーと協賛に向け継

続協議を実施するとともに、万博会場内での同機体の運用について検討を実施した。  

さらに、関係者モビリティについて、２０２４年４月１０日に株式会社たまゆら、

４月２６日に株式会社アキボウ、６月１８日に Garage Bosco合同会社と協賛契約書

を締結した。 

会場内・外周バス事業について、協賛者（関西電力株式会社・大阪市高速電気軌

道株式会社・株式会社ダイヘン・株式会社大林組）と１２月２６日に協賛契約書を

締結し、EVバス運行等に係る協議を実施した。  

また、来場者向けパーソナルモビリティについて、機体メーカーと協賛に向け継

続協議を実施するとともに、１２月１１日に実施計画の策定、会期中の運用等に係

る業務委託契約をＴＳＰ太陽株式会社と締結。万博会場内での同機体の運用につい

て検討を実施した。  

さらに、関係者モビリティについて、自動車メーカー８社（マツダ株式会社、株

式会社ＳＵＢＡＲＵ、日産自動車株式会社、ダイハツ工業株式会社、三菱自動車工

業株式会社、トヨタ自動車株式会社、本田技研工業株式会社、スズキ株式会社）、ヤ

マハ発動機株式会社、TOYO TIRE株式会社と協賛契約書を締結した。 
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コ 物流に関する検討・実施 

協会が運営する倉庫について、２０２４年７月から日本港運協会等との事前協議

を開始し、９月に終了した。また、当倉庫は１１月１日から運用を開始した。 

車両の入退場を管理するシステムについて、２０２５年４月の本稼働に向けて１

１月１日から協会内のみの仮運用を開始した。さらに３月から仮運用を拡張し、関

係者の利用も開始した。 

宅配便セキュリティセンターについて、１０月２２日に事業者と契約を締結し、

３月１日から当センターを経由する運用を開始した。４月からのセキュリティチェ

ック開始に向け調整を進めた。 

 

（１３）危機管理体制の構築・実施 

  ア 会場警備対策 

２０２４年４月以降、会場警備を委託した事業者と毎週定例会議を開催し、具体的

な警備要領について検討を重ね、７月１日より、協会警備隊による会期前Ⅰ期警備を

開始した。 

また、来場者ゲートのセキュリティ機器のほか、警備資器材等の調達を進めた。 

さらに、７月３１日には第６回警備分科会を、８月２７日には、第７回安全対策協

議会を開催し、警備実施計画等について協議した。 

９月以降も、協会警備隊を委託した事業者と毎週定例会議を開催、警備マニュアル

等を作成している。 

９月末に警備資器材の 1回目の搬入を行った。 

１０月１日より会期前Ⅰ期警備から会期前Ⅱ期警備に移行した。 

１１月７、８日にスクリーニング機器の実証実験を行った。  

２０２５年２月から３月にかけて協会警備隊警備員の事前研修を実施、３月１９

日に警察、消防と連携しテロ対策訓練を実施した。 

３月２１日に第８回安全対策協議会を開催し、会場内の危機管理体制について確

認を行った。 

３月３１日までに警備資器材の搬入を完了した。 

 

イ 災害対策 

２０２４年８月２７日に第７回安全対策協議会を開催し、防災実施計画等につい

て協議するとともに、博覧会の閉場基準や要配慮者対応について、協会の取り組み

状況を説明し、構成員の賛同を得て、９月２日に防災実施計画を策定・公表した。 

また、大規模災害時に来場者が留まれる会場外の一時滞在施設として、以下の事

業所を含む７事業所と協定を締結した。 

２０２４年９月５日  アジア太平洋トレードセンター株式会社 
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１０月１７日  社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会 

１１月８日  学校法人森ノ宮医療学園 

２０２５年３月５日  大阪広域生コンクリート共同組合 

会場内の災害用備蓄品については、１２月以降、順次会場内倉庫への納入を開始

し、万博開催前に備蓄を完了することができた。 

２０２４年１２月３日に、協会内の大規模震災発災後の情報収集及び事務局の運

営に係る訓練を実施し協会内の認識の共有を図った。 

その成果を反映し、２０２５年１月１７日に、大阪府が主催する「令和６年度大

阪府地震・津波訓練」に参加して、机上訓練を通じた大規模地震に係る協会災害対

策本部の設置・会議による対処能力の向上及び大阪府との WEB 会議による被害状況

の認識の共有を図る等、連携強化を図った。また、ヘリや船舶による実動訓練を通

じ、各救助機関等との連携強化及び尺度を獲得した。 

２０２５年１月１７日（第１回）及び３月１４日（第２回）に、大阪市消防局の

協力を得て、すべての公式参加者に対する防火管理講習を実施することができた。 

また、３月中に会場内において、参加者を対象とした自衛消防訓練を実施し、火

災や救急事案発生時の通報、避難、消火訓練を実施し、災害発生時における各種対

応能力を向上させることができた。 

２月２６日に安全対策の広報として博覧会協会のホームページに防災・安全ペー

ジを開設した。 

更に、同ページ上に視覚的に分かりやすく博覧会協会が実施している各種防災対

策を把握することができることを目的に作成した「安全対策ポスター」を掲示した。 

２０２５年３月２１日に第８回安全対策協議会を実施し、災害対応マニュアルの

改善に関する助言や、関係機関の連携の必要がある等の今後の活動に有用な意見を

得ることができた。 

 

ウ 医療救護対策 

２０２４年５月１４日・８月６日に、第４回・第５回運営検討分科会を開催し、

医療救護対策実施計画及び医療救護マニュアル等について協議した。 

また、医療人材の確保策や医療救護施設の運営方法について、協議会の構成員・

関係機関等との意見交換を継続的に実施しながら、適正な医療救護体制の構築に向

けた調整を行った。 

１０月９日に開催した第４回医療救護協議会における構成員の意見を踏まえ、１

１月２９日に医療救護対策実施計画を策定し協会ホームページに掲載した。 

また、９月１０日・１１月２６日・１月１４日・２月２５日に第６回～９回運営

検討分科会を開催し、医療救護対策実施計画に基づいた医療救護スタッフ向けの医

療救護マニュアルや研修会について協議した。 
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２０２５年１～３月には、医療救護スタッフ向けマニュアルの策定、医療救護施

設の運営に必要な人材の雇用・資器材の準備、関係従事者向けの応急手当講習、医

療救護施設スタッフ向け研修を実施した。 

３月２６日に、第５回医療救護協議会を開催し、会期中の運営体制の準備状況に

ついて構成員に報告を行った。 

 

エ 会場衛生対策 

２０２４年６月４日に、風しんの追加的対策について、協会内の対象職員（昭和

３７年４月２日～昭和５４年４月１日生まれの男性）に対して周知を行った。 

９月１９日に開催した第４回会場衛生協議会で出た構成員からの意見を踏まえ、

９月３０日に会場衛生実施計画を策定し、協会ホームページに掲載した。 

会期中に発生の恐れがある、麻しん・侵襲性髄膜炎菌感染症等の発生時（疑いを

含む）の流れや情報連携を確認するため、行政機関を含めた訓練を１１月１２日に

実施した。 

会場内の感染症発生情報を収集するため、協会職員等の健康に関する情報の収集

を２０２５年１月１４日から開始した。 

「衛生及び保健にかかるガイドライン（追補版）」を策定し、会場衛生実施計画

に基づき、参加者等が開催前に行うべき必要な手続き及び開催期間中に行うべき衛

生管理についての留意点等について、１月２４日に関係者ポータルに掲載した。 

会場内における食品衛生及び環境衛生関係施設の衛生を確保するための拠点と

して、２月３日に会場衛生監視センターを設置した。 

３月１８日に第５回会場衛生協議会を開催し、開催に向けた取り組み及び開催中

に取り組む対策について報告した。 

医療救護所の医療従事者に対し髄膜炎菌ワクチンの接種を３月から開始した。 

 

オ 事業リスク対策 

一般規則及び特別規則に基づき、協会が加入しなければならない強制保険契約に

ついて２０２４年５月９日から公募を開始した。 

なお、公平・公正かつ適法な選定とするため、選定委員４名による選定委員会を設

置し、６月１７日に最優秀事業者等を決定・公表し、７月から協会および各参加者の

保険加入手続や事故発生時の対応手順等について、引受保険会社・取扱代理店との協

議を開始した。 

一般規則及び特別規則第８号に基づき、協会が加入しなければならない強制保険

３種類すべてについて１１月末に契約手続を完了した。付保漏れのないよう万博事業

の進捗に合わせて引受保険会社への通知を開始しており、並行して協会内の確認作業

を継続実施した。 
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参加者の強制保険手配を支援するため、初めて説明資料を作成しポータルにて開

示するとともに、ＯＳＳを通じて支援した。あわせて保険事故発生時の対応マニュア

ル作成に着手し、引受保険会社・代理店との協議を継続実施した。 

一般規則及び特別規則第 8 号に基づく強制保険について、保険ガイドラインで案

内済の面積按分費用を確定し、各参加者の加入手続を進めるため、申告書の配布  

及び回収、請求書発行並びに入金確認等を関係局の協力も得つつ進めた。 

保険事故発生時の対応について運営統括マニュアルへの掲載原稿を引受保険会社

及び代理店と共に作成し、協会内に周知した。並行して、参加者向けの案内について

も検討を継続している。 

 

（１４）迎賓・接遇体制の構築・実施 

 ア 賓客接遇の検討 

２０２３年度に策定した賓客接遇基本計画に続き、協会内並びに国・府市関係機関と

の連携、調整のうえ、２０２４年１０月に賓客接遇実施計画を策定した。 

また、賓客接遇業務の委託事業者と５月２３日に契約を締結し、賓客接遇業務の委託

事業者と会期に向けて定例会議を継続して実施した。 

会期に向けて賓客接遇業務のロジ調整及び他局の協力の基、視察先パビリオンとの調

整を実施した。 

 

  イ 迎賓館運営 

国内外の賓客を接遇する迎賓館運営業務の委託事業者を２０２４年６月２８日に公

募のうえ８月９日に委託事業者（株式会社ロイヤルホテル）を決定し、９月１７日に業

務委託契約を締結した。 

１２月２０日に整備局より迎賓館引渡しが行われ、家具・什器などの設置の開始をし

た。その後、迎賓館運営業務委託の清掃業務における頻度や清掃箇所の見直しを行い、

契約変更を実施した。また、引き続き家具等搬入及び備品調達の調整を実施した。 

 

 ウ 日本館との連携 

２０２４年４月から日本館業務のさらなる連携強化のため、協会と国及び委託事業者

で構成する定例会議を隔週で開催し、協会・日本館の接遇対応の情報共有なども合わせ

て実施した。 

儀典局が管轄する賓客の引き渡し場所などロジ調整を実施した。また、運営協賛品の

連携を実施した。 

 

 エ 賓客の警護体制 

賓客接遇実施計画の策定にあたり、大阪府警との調整を実施した。 また、海外から
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の首脳クラスの賓客対応として、２０２４年６月２５日から２６日に開催した IPM 

2024 Summerにて、各国に現在の進捗状況などを説明した。 

賓客警護の方針や配置案など大阪府警との調整を実施した。  

ナショナルデー、スペシャルデー賓客対応として、IPM 2025姫路にて、各国に現在

の進捗状況などを説明した。 

会期前において皇室関係や要警護者などの視察があり、会場内の警護体制及び導線

計画など現場での擦り合わせを実施した。 

 

（１５）机上リハーサル/テストランの実施 

 ア 机上リハーサルの実施 

平時の来場者の動きを想定したものを２０２４年８月７日に、スタッフの動きの

想定を８月２１日にそれぞれ実施した。 

日常的に発生するトラブルを想定したリハーサルを１０月１１日に、インシデン

トを想定したリハーサルを１０月２５日にそれぞれ実施した。 

 

 イ テストランの実施に係る計画の策定 

公式参加者に対し、テストランを２０２５年４月４日～６日に実施することを

IPM 2024 Summer で報告した。 

また、テストラン運営補助等業務委託の企画提案について７月２４日から公募を

開始した。 

公式参加者に対し、テストラン実施計画を IPM 2025で説明した。 

関係先へテストラン入場券の配布を行った。 

 

（１６）公式記録作成への取組 

ア 公式記録（書籍・映像）基本方針の策定 

協会内での業務記録を各部局より収集し、その保管を２０２４年６月から開始した。 

公式記録（書籍・映像）制作業務について、プロポーザル方式により事業者を公募

し、２０２５年３月に事業者を決定、契約締結した。また、各部局の業務資料、業務

記録の収集・保管を継続実施した。 

 

イ 公式撮影業務委託の準備・募集 

主要なイベント、発表会、説明会等の公式映像や公式写真の撮影を行った。会期中

の公式撮影業務委託については、公募プロポーザル方式により２０２５年３月に事業

者を決定、契約締結した。 
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ウ レガシーの記載 

万博が何を残すのか（レガシー）について、２０２３年度に実施した有識者ヒアリ

ングや関係者との議論を踏まえ、２０２５年日本国際博覧会の意義を世の中に伝える

ため、会期後に公式記録に位置づけることを目標とし、経営企画室や広報部と協議を

行いながら、レガシー候補の項目整理作業・検討を行った。 

万博の意義・成果として対外的に何を示すとよいか案を整理し、協会全体に共有す

るとともに意見照会を実施した。 

 

（１７）会期後の財産処分のための体制整備 

ア リユース・リサイクルのあり方検討 

財産処分に係る経産省等との協議を継続実施するとともに、資産譲渡のルール作

成、譲渡先決定プロセス検討、財産処分要綱制定準備を進めた。 

また、リユースマッチングプラットフォーム構築・運営のための運営協賛企業との

契約を順次締結し、７月１９日にプレスリリースを行った。 

さらに、リユースに係るシステム構築・資産評価・輸送保管等の検討・構築を進め、

８月６日に施設等リユースのための WEBサイトを開設した。 

加えて、大屋根リング木材の構造材利用について、専門家を交えた検討会を実施す

るとともに、国土交通省とも協議を行い、６月２８日に都道府県関係部局宛てに CLT

等再利用に関する文書を発出いただいた。 

そのほか、施設リユースに関し、協会関係部署との調整検討、IPM 2024 Summerや

出展者会議でのパビリオンリユースを勧奨するとともに、需要家との面談を実施した。 

８月にリリースしたリユースサービス「ミャク市！」は「施設」「建材・設備」「什

器・備品」に分類される。 

「施設」については、８月から対象施設を順次掲載し、３月３1日時点で２８施設

掲載し、適宜需要家候補と協議を進めている。 

「建材・設備」については、リース建築以外の施設を対象に、リユース対象品目を

選定し、３月１０日にシステムでの公募を開始した。 

また、リユース解体事業者の調達、閉幕後の解体計画との調整を進めている。 

「什器・備品」については、次年度９月頃のリリースに向け、準備を進めている。 

大屋根リング木材については、有識者を交えた検討会を開催、今年度３月に向け、

構造材活用のための環境測定装置の設置に向けた準備を行っている。 

 

２ 博覧会の機運醸成と入場券販売拡大に向けた取組  

（１）戦略的ＰＲの実施 

 ア 機運醸成委員会の取組 

第３回機運醸成委員会を２０２４年４月４日に開催し、第１期 PR 重点期間（２０
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２３年１０月～１２月）の機運醸成活動を総括して、課題の抽出等を行うとともに、

今後の広報・プロモーションの方針や主要な取組みを取りまとめた「機運醸成行動計

画 ver.2」を策定した。また、４月下旬に第２期 PR重点期間（２０２４年９月～１１

月）等における広報発信コンテンツ等の作成に向けて、公募プロポーザルを実施した。 

第４回機運醸成委員会を１０月３日に開催し、「機運醸成行動計画 ver.2」に基づ

く活動状況と今後の取組み等を意見交換した。また、既に公表している新キービジュ

アルを含むデジタルサイネージ用のスライドショーやテレビCM動画２本を発表した。 

第５回機運醸成委員会を２０２５年２月１０日に開催し、「機運醸成行動計画

ver.2」に基づく第２期 PR重点期間の取組みを総括するとともに、機運醸成活動の最

終段階である第３期 PR 重点期間に向けた取組方針及びチケット販売促進の改善等に

ついて意見交換を行った。また、大阪・関西万博のシンボルでもある「大屋根リング」

を用いたあらたなキービジュアルや日本を代表する世界的な人気キャラクターで、ス

ペシャルサポーターの「ハローキティ」と公式キャラクターの「ミャクミャク」が共

演するプロモーション動画を発表した。 

 

イ 協会ＩＰ（ロゴマークやキャラクター等）を活用したライセンス事業の展開 

会場外オフィシャルストア（１３店舗、累計１９店舗）、ポップアップストア（１

３カ所）を新規展開した。また、公式ライセンス商品の契約・製造・販売を促進した。

さらに、ＯＭＤコラボ商品の交渉・製造・販売等のライセンス事業展開を行った。 

会場外オフィシャルストア（４店舗、累計２０店舗）、ポップアップストア（７カ

所）を新規展開した。また、公式ライセンス商品の契約・製造・販売を促進した。さ

らに、ＯＭＤコラボ商品の交渉・製造・販売等のライセンス事業の展開を行った。 

 

（参考） 

〔新規・会場外オフィシャルストア関連〕 

4/12（福岡）「ジュンク堂書店福岡店」、4/13（大阪）「高島屋大阪店」「大阪南港 ATC店」 

4/20「心斎橋 PARCO店」、4/26（札幌）「MARUZEN＆ジュンク堂書店札幌店」 

6/14（大阪）「ジュンク堂書店難波店」 

7/12（沖縄）「ジュンク堂書店那覇店」、7/19（広島）「丸善広島店」、 

7/27（兵庫）「ジュンク堂書店三ノ宮駅前店」 

9/4（東京）大丸東京店、9/5（兵庫）大丸神戸店、9/20（愛知）丸善名古屋店、10/12

（大阪）エディオンなんば本店 

 

〔新規・会場外オフィシャルポップアップストア（期間限定店舗）〕 

4/4～8/28〈大丸東京店〉、4/13～5/27〈JR京都駅店〉、4/26～5/8〈京都ポルタ店〉 

5/3～5/8〈ルクアイーレ店：byベイクルーズ〉、5/22～6/4〈アルデ新大阪店〉 
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8/27～9/27（東京）ハンズ新宿店、9/25～1/31（東京）いのち輝くシリーズ 外苑前店、

10/26～10/27（大阪）BAYCREW'S FESTIVAL 店、2025/1/11～1/19（大阪）ららぽーと

EXPOCIT店、1/18～3/30（愛知）松坂屋名古屋店、2/11～5/31予定（高松）ジュンク堂

高松店、2/14～3/23 予定（仙台）丸善仙台アエル、3/22～4/16ルミネエスト店 

 

〔新規コラボ商品関連〕 

4/12 毎日放送「らいよんチャン」コラボ新発売 

4/13 滋賀県「ひこにゃん＆わるにゃんこ将軍」コラボ新発売 

5/3  BAYCREW`S「JOURNALSTANDARD等 10ブランド」コラボ新発売 

5/19 アメフト「関西学院大学 FIGHTERS」コラボ新発売 

5/23 ミズノ「ミズノオープン」「ゴルフグッズ」コラボ新発売 

6/17 熊本県「くまモン」コラボ商品展開 発表 （10/13発売予定） 

6/20 吉本興業「吉本新喜劇×ミャクミャク万博 PR」コラボ ミャク声出し商品新発 

   売 

7/5  プロ野球「阪神タイガース」コラボ商品 新発売 

7/12 サンリオ「キティほかサンリオキャラクターズ」コラボ商品 新発売 

7/28 読売テレビ「シノビー」コラボ商品 新発売 

９月～２０２５年３月までに自治体キャラクターとのコラボ商品の販売を行っ

た。〇箕面市「滝の道ゆずる」、東大阪市「トライくん」、泉佐野市「イヌナキン」、

旭川市「あさっぴー、ゆっきりん」、島根県「しまねっこ」（企業 IPキャラクタ

ーコラボ）11/22関西テレビ「ハチエモン」、3/15朝日放送「エビシー」。 

 

ウ アンバサダー、スペシャルサポーターを活用した機運醸成活動の実施 

開幕 1年前イベントや IPM 2024 Summerの会場でアンバサダー（山中伸弥）から

のメッセージを放映するとともに、アンバサダー全員に開幕１年前等のＳＮＳ投稿や

リポストを依頼した。 

また、スペシャルサポーターを拡充（ＮＭＢ４８、くまモン、伊原六花、はるな愛、

ゆうちゃみ・ゆいちゃみ、高橋藍）し、開幕１年前イベント他協会主催イベント等に

出演いただき、万博ＰＲに協力いただいた。 

 

〔アンバサダー（敬称略）〕 

９月２５日、コブクロ、佐渡裕、山中伸弥が２００日前 SNS投稿。 

１０月１３日、コブクロ、佐渡裕、山中伸弥が半年前 SNS投稿。 

１１月１５日、コブクロが万博会場で収録したメッセージ動画を SNSに投稿。 

１２月１日、佐渡裕が開幕日の「一万人の第九」出演を発表。 

１月３日、コブクロ、佐渡裕、山中伸弥が１００日前 SNS投稿。 
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２月８日、コブクロが読売テレビ「ウエイクアップ」にテーマソング制作の思いについ

て VTRで登場。 

３月１３日、山中伸弥が NHK総合「もうすぐ万博！あと１か月」に出演。 

 

〔スペシャルサポーター（敬称略）〕 

９月２４日、NMB48が河森館アテンダントユニホーム発表会にモデルとして出演。 

９月３０日、はるな愛がスペシャルサポーターに就任。 

１０月１２日、ゆうちゃみ＆ゆいちゃみがスペシャルサポーターに就任。 

１０月１３日、東京で開催した開幕半年前イベントに青木崇高、はるな愛、ゆうちゃみ

＆ゆいちゃみ、ハローキティ、くまモンが、また大阪では NMB48が出演。 

１２月４日、はるな愛がデジタルウォレット新サービス発表会に出演。 

１月３日、開幕１００日前のメッセージ動画を１４組のスペシャルサポーターが SNSに

投稿。 

１月２２日、髙橋藍（バレーボール、サントリーサンバーズ大阪所属）がスペシャルサ

ポーターに就任。 

２月１０日～ハローキティがミャクミャクとのプロモーション動画に登場。 

２月１１日、はるな愛が「未来の食の楽しみ発表会〜EXPO FOOD COLLECTION 2025〜」

に出演。 

２月１３日、万博会場内で「Pokémon GO」を楽しめること、ポケモン立体フォトスポッ

トを設置することを発表。 

２月１８日、青木崇高が制作した大型アート作品を、４月１３日より丸ビル大阪・関西

万博バスターミナルと京阪電車中之島駅の２か所で一般公開することを発表。 

 

エ 公式テーマソングの認知・利用拡大 

使用申請は１，８３９件（２０２５年３月３１日現在）。楽譜の申し込みは９８７

件（２０２５年３月３１日現在）。 

オーケストラや合唱、ピアノ用やコード譜面を協会ＨＰにて無償提供を開始し、盆

踊りでの活用を推進した。 

１１月３日、コブクロが御堂筋ランウェイに出演しテーマソングを披露。 

１１月１４日、コブクロがベストヒット歌謡祭に出演し万博会場からテーマソン

グを披露。 

 

オ ラッピング車両などによる万博ＰＲの拡大 

４月１３日の開幕１年前に合わせて、JR 各社による新幹線、南海電鉄特急ラピー

トなど、新たな万博ラッピング列車が運行を開始した。また、６月から JALの機体ラ

ッピング２号機が国際線に就航した。 
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開幕半年前、１００日前の時期に合わせて、山手線、東北新幹線、東急東横線、九

州新幹線など、関西以外の地域でも新たな万博ラッピング車両の運行を開始。また、

１２月１２日から ANAの万博ラッピング機が国内線に就航。２０２５年３月３日に大

阪・関西万博仕様「JALガンダム JET」が国内線に就航。 

 

カ 万博教育旅行誘致に関し、国・自治体と連携を図りつつ、取り組む 

７月１７日・２２日、８月５日・６日の４日間、文部科学省の協力を得て、教育

現場向けの説明会を内閣官房・経済産業省と共催にて実施した。 

１２月１８日・２０日に内閣官房主催の教育旅行関係者・旅行会社を対象とした

説明会を開催し２,０００名の参加があった。 

教育旅行実施に関する会場内の施設情報等（マップ）や安全情報を掲載した「し

おり」を発行し教育旅行ナビに掲載した。 

 

キ 観光関係団体・事業者等と連携した国内外でのプロモーション活動に取り組む 

「万博を契機とした観光推進ネットワーク会議」本会議を計３回実施した。その中

では、万博を契機とした各地域への観光誘客促進を目指し、観光ポータルサイト等に

おける観光情報の充実、万博 HP や当ポータルサイトへのアクセス数増加策などに向

けての協会をはじめとした各構成員の取り組みについての情報共有や意見交換等を

行った。 

 

（２）機運醸成のための各種プログラム、イベントの実施 

ア TEAM EXPO 2025 プログラムの推進 

共創チャレンジや共創パートナーの登録者、「TEAM EXPO 2025」プログラムに関心

のある方の交流を図るため、５月２８日に第４回「TEAM EXPO 2025 MEETING」を大阪

で開催した。 

さらに、７月３０日には関西以外では初めてとなる共創イベント「TEAM EXPO 2025 

MEETING in TOKYO」を東京で開催した。「TEAM EXPO 2025」プログラムに参加する数

多くの団体が参加し、大阪・関西万博への機運醸成と参加者同士の共創活動を行った。 

共創チャレンジや共創パートナーの登録者、「TEAM EXPO 2025」プログラムに関心

のある方の交流を図るため、１１月２７日に第５回「TEAM EXPO 2025 MEETING」を大

阪で、１２月１１日に第２回「TEAM EXPO 2025 MEETING in TOKYO」を東京で開催し

た。イベントには「TEAM EXPO 2025」プログラムに参加する数多くの団体が参加し、

大阪・関西万博への機運醸成と参加者同士の共創活動を行った。 

２０２５年２月６、７日に「フューチャーライフヴィレッジ 大阪・関西万博プレ

イベント」を大阪で開催し、６００人の参加があった。 
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〔「TEAM EXPO 2025」プログラムへの登録数〕 

共創チャレンジ ２，３３４件、共創パートナー４２６団体（２０２５年３月３１日時

点） 

 

イ 自治体等と連携した機運醸成活動の実施 

全国知事会万博推進本部（５月１７日、８月１日）やブロック知事会への出席、各

県知事への表敬訪問、経済団体・マスコミ訪問、経済団体等での講演等の機会を活用

し、地域における主体的な機運醸成の取組や万博の更なる活用要請を行った。 

 

ウ 開幕１年前イベントなどの実施 

開幕１年前の４月１３日に「大阪・関西万博 開幕 1年前イベント～ぜんぶのいの

ちと、ワクワクする未来へ。～」を東京で開催した。併せて、関係者に各地で１年前

関連イベントや SNS 発信等を実施していただいた。また、開幕半年前にあたる１０

月１３日前後のイベントの実施に向けて６月２６日から７月１７日まで事業者を公

募した。 

１０月１３日に「大阪・関西万博 来場日時予約キックオフイベント～開幕まで半

年！～」を東京で開催した。併せて、関係者に各地で半年前関連イベントや SNS発信

等を実施していただいた。 

 

エ ジュニア EXPO2025教育プログラムの推進等、教育機関と連携した若年層への啓発の

促進 

２０２４年４月２２日に「ジュニア EXPO2025 教育プログラム」の専用ホームペー

ジを開設し、日本国内の小・中学校やインターナショナルスクール、海外の在外教育

施設からの募集を開始した。また、文部科学省の協力を得て、全国の都道府県教育委

員会等に対して同プログラムへの積極的な参加を促した。この結果、今年度は３月末

時点で全国３９都道府県の小中学校等３５４校、１２か国の在外教育施設等の小中学

校等３１校、計３８５校（昨年度は１２７校）が参加した。 

また、１０月から１月に SDGs に取り組む企業と中学校２９校がオンラインで交流

を行うリサーチミーティングを実施するとともに、２月に SDGs 達成のためのアイデ

ア発表会「ジュニア EXPO」を開催した。 

 

（３）入場券・パビリオン予約に関する取組 

ア 販売体制の構築・充実 

協会直販としては、主要経済団体及び関西広域連合傘下の自治体と連携をとりなが

ら、前売り販売終期に向けて、企業への購入依頼などの取り組みをよりいっそう強化

した。加えて、経済産業省や他省庁部局とも連携し、寄附企業や協賛・出展企業、イ
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ベント主催者、公式参加国やそのスポンサー企業へもチケット購入の働きかけを実施

し、販売拡大に注力した。 

また、販売事業者向けの取り組みとして、昨年に引き続き販売事業者契約を各旅行

代理店等と締結し、販売体制の充実を図ったほか２０２４年１０月１３日から来場日

時予約の受付開始を契機として、各販売事業者への旅行商品造成の働きかけを行った。 

 

イ 販売戦略の遂行 

２０２４年４月３０日に、前売チケット購入者対象くじ実施運営・PR 業務に係る

公募の最優秀提案事業者と契約を締結し、前売りチケット購入者に、抽選で豪華景品

が当たるプレゼント企画を開始した。 

６月から１０月にかけて、前売りチケット購入者を対象に景品が当たるプレゼン

ト企画を３回実施し、当選者には特別記念チケット等のオリジナルグッズやミャクペ

等の景品を贈呈した。また、前売りチケットの販売拡大に向け、本企画でイベントの

実施や SNS広告を実施した。 

 

ウ パビリオン予約制度内容の決定 

パビリオン予約制度ガイドライン Ver1.0 に「予約の管理、抽選申込の仕組み、予

約制度への参加申込等」について書き加えた同ガイドライン Ver2.0 を６月１４日に

発出した。９月２５日から１０月６日まで、超早割一日券をお持ちの方を対象に超早

割特別抽選を実施した。 

２０２５年１月１３日以降、２か月前抽選の申込受付を開始、２月１３日以降、抽

選と結果通知を開始した。３月１３日からは７日前抽選の申込受付を開始した。 

３月２８日には、パビリオン予約における在庫管理システム及び予約認証端末の

オペレーションマニュアルを関係者へ発出した。 

 

エ パビリオン出展関係者、公式参加者との調整 

公式参加者に対し、２０２４年５月１６日, ６月６日の国際ミーティング（オンラ

イン）及び６月２５日の IPM 2024 Summerにおいて、パビリオン予約制度の説明と予

約制度に参画いただくよう要望を行った。 

その他、個別に問い合わせがあった公式参加者や非公式参加者等とも都度打ち合わ

せを実施し、パビリオン予約制度への参画増への支援も行った。 

９月～１０月に、要請のあった公式参加者とＯＳＳ（咲州）またはオンラインでミ

ーティングを実施した。併せて、１０月２８日と１１月２５日に国内民間パビリオン

出展者会議にて関係者へパビリオン予約システムに関連する情報共有を行った。 

２０２５年１月１７日のＯＳＳの場では、パビリオン予約制度の説明と参加要請を

行った。その結果、超早割特別抽選には、８か国・地域・国際機関を含む３１のパビ
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リオンが参画、２ヶ月前抽選には更に 4か国・地域・国際機関を含む５つのパビリオ

ンが参画した。また、７日前抽選には、２か月前抽選の参加国に加えて、新たに３か

国のパビリオンが参画した。（イベントは除く。） 

 

（４）広報活動の実施 

ア 各種メディアを活用した広報の実施 

公式参加者コンセプト発表等を中心に国内外へ情報発信を行った。また、英語版プ

レスリリースによる発信を強化し、在日海外メディアへの情報提供を強化した。 

各パビリオン、イベント等のコンテンツ発表等を中心に国内外へ情報発信を行った。

また、英語版プレスリリースによる発信を強化し、在日海外メディアへの情報提供を

強化した。 

 

（参考） 

〔情報発信を実施した事業〕 

開幕 1年前イベント（４月１３日） 

ドローンショー（５月１５日） 

大屋根リングライトアップ取材会（５月１６日） 

IPM 2024 Summer（６月２５、２６日） 

万博工事見学ツアー（６月３０日） 

ミャクポンダンス発表イベント（７月１７日） 

東京・大阪開幕半年前イベント（１０月１３日） 

EXPOゲストサービスアテンダント入社式（１０月１５日） 

夢洲取材ツアー（１２月２０日） 

年末年始番組、企画の取材、ロケ対応（１２月末） 

初日の出取材会（２０２５年１月１日） 

TX 開幕 100日前特番「未来のタネ」放映（１月３日） 

ＩＰＭ ２０２４ Summer（１月１５、１６日） 

未来の食の楽しみ発表会～EXPO FOOD COLLECTION 2025～（２月４日） 

「大屋根リング」ギネス世界記録認定式（３月４日） 

NHK「開幕 1か月前特番」放映（３月１３日） 

「公式ガイドブック（日本語版）」発売（３月１９日） 

TBS「世界ふしぎ発見」放映（３月２２日） 

 

イ メディアセンター、サテライトスタジオ及び会場内放送設備の準備・開設 

会期中のメディアによる情報発信に向けたメディアセンター内のマスターコント

ロールルーム、インターネット回線、ライブ情報カメラ、会場全体の中継用設備、光
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回線の敷設等については、５月～８月に事業者と契約を締結し、１１月～３月に工事

を行い、年度内に整備が完了した。 

また、ライブ情報カメラの整備、メディアセンター運営事業者の選定についても最

優秀事業者を決定した。 

また、メディアセンター実施計画を２０２５年３月に策定した。 

さらに、テレビの中継などで使用するサテライトスタジオにおいては、利用契約の

締結を行った放送局がスタジオ放送等を２０２５年３月から開始した。 

 

ウ 公式 Webサイト、公式 SNS等での多言語展開による国内外への情報発信 

公式 SNS では、公式キャラクターミャクミャクの活動や主要な広報発表、参加国

のパビリオン、イベント告知、活動報告、各種動画の公開などの情報を投稿し、フォ

ロワー数の増を図った。 

開幕 1年前のタイミングで「くるぞ、万博。1 Years to Go」のグラフィックを協

会 WEBサイトに取り入れ、ステークホルダー・協会職員への SNS 投稿協力依頼、1年

前イベントの告知等、機運醸成に向けた発信を強化した。 

公式 Webサイトでは、入場チケットの販売に寄与するために、「ミャクミャクぽん！」

「超早割一日券」のランディングページを制作、また「WORK」カテゴリーを新設し、

万博で働きたいと考えている方への情報を拡充する等の取り組みを実施した。 

公式 SNSでは、パビリオンの具体的な中身やイベント情報、活動報告、公式キャラ

クターミャクミャクの活動などの情報を投稿し、フォロワー数の増を図った。開幕１

００日前には、会場の様子をドローンで撮影した臨場感のある動画や、スペサポから

の年始メッセージ、ステークホルダーへの SNS投稿協力依頼など、機運醸成に向けた

発信を強化した。 

公式 Webサイトでは、入場チケットの販売に寄与するために、チケット購入サイト

のユーザー導線を検証し、各券種情報へアクセスしやすくするデザイン変更や「今す

ぐ購入する」ボタンを追加設置するなどの取り組みを実施した。 

公式 SNSでは、引き続きパビリオンの具体的な中身やイベント情報の他、万博の魅

力まとめや雰囲気を重視したノンバーバル動画、ネットミームの広がりに乗る投稿な

どを実施し、フォロワー数の増を図った。 

公式 Webサイトでは、ギネス認定に合わせて会場のシンボルである大屋根リングの

ページを制作する等、来場を検討する方への情報拡充を行った。 

 

エ 海外広報・プロモーションの促進 

①海外イベントにおいて万博 PRを実施した。また、②公式参加者と連携した国内

開催の対外発信イベント“Dialogue Series: Expo 2025 – Empowering Youth”を実

施した。さらに、③国内開催の国際イベントにおいても万博の PR を実施した。加え
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て、海外メディアツアーを IPM 2024 Summerのタイミングで併せて実施した（６月２

７日、２６日 11社）。 

 

（参考） 

①５月２日 フランス OECD日仏観光イベント・６月５日～８日 上海カーボン

ニュートラル博覧会・７月１１日～１４日 フランス JAPAN EXPO・７月１２日

～１５日 台湾タッチジャパン旅行博・７月１７日～２３日 香港ブックフェア。

②４月１３日「グローバルトークイベント～SDGs について考えよう～」、５月３

１日「万博教室 in 近畿大学」③６月７日 日本トルコ協会総会・６月１２日 英

国市場協議会総会・７月１０日日本アラブ経済フォーラム 

２０２４年９月～２０２５年２月まで海外・国内の国際イベントに積極的に参

加し、万博の PRを実施した（下記「参考」参照）。また、２０２５年のＩＰＭのタ

イミングで参加国のメデイア・学生向けの発信イベント「グローバルショーケース」

を実施（１月１５日、１６日）。また１月１６日、１７日は在日海外メディアツア

ーを実施し、１９社２５名の海外メデイアが参加した。２０２５年２月５日にフォ

ーレンプレスセンター（FPCJ）のオンラインメディアブリーフィングに石毛総長が

登壇し、77名の海外メデイアと在日大使館関係者が参加。FPCJのウェブのアーカ

イブで録音動画と資料を掲載し、同動画と資料を広く海外メデイア向けに共有し

た。 

 

（参考） 

海外イベントにおいて万博 PRを実施した。 

８月３０日～９月１日 タイ バンコク日本博 

９月１３日～１５日 中国 広州国際旅行博、 

９月１４日～１５日 インドネシア 日本ジャカルタおまつり 

９月１２日～１６日 中国 北京サービス貿易交易会 

９月２２日 韓国 ソウル 日韓交流まつり 

９月２３日 米国 NY 観光庁日米観光イベント、国連総会講演 

１１月１日～４日 台湾 台北 台湾 ITF（旅行博） 

１１月４日～１０日 UAE アブダビ国際石油展示会 

１１月５日～１０日 中国上海 中国国際輸入博 

１１月８日～１０日 タイ バンコク FIT Fair旅行博  

１１月２２日～２４日 中国上海 中国国際旅行博（※参加調整中） 

１１月２７日 中国北京 関西財界中国ミッション派遣時の北京観光イベント 

１２月５日～８日 スペイン バルセロナ Manga Barcelona展 

１２月１１日 スイス ベルン、チューリッヒ 現地商工会議所イベント等 
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１２月１９日 台湾 iPASS×万博のコラボイベント 

２０２５年 

１月２５日～２６日 米国 ニューヨーク TRAVEL AND ADVENTURE SHOW 

１月３１日～２月１日 インド旅行博 

２月３日、５日 オーストラリア シドニー、パース  Japan Roadshow 2025 

２月７日～９日 タイ バンコク ジャパン・エキスポ 

２月２２日～２３日 米国 ロサンゼルス TRAVEL AND ADVENTURE SHOW 

２月２２日～２４日 香港旅行博 

２月２２日～２４日 フィリピン マニラ旅行博 

２月２４日 チェコ プラハ 天皇誕生日レセプション（プラハ） 

２月２５日～２８日 イタリア ローマ、ヴェネツィア ヴェネツィアカーニバル他 

３月８日～９日 ベトナム ホーチミン Japan Vietnam Festival 

 

国内開催の国際イベントにおいて万博の PRを実施した。 

１０月２３日、２６日～１７日「IGLT世界総会およびレインボーフェスト」＠大阪 

１１月５日 「万博教室 in青山学園大学」 

１２月１３日～１４日 日 ASEANヤングビジネスリーダーズサミット＠京都 

２０２５年１月８日 「万博教室 in 西町インターナショナル」 

１月２２日 「関西空港 春節インバウンド向け歓迎イベント」 

国内イベントにおいて万博 PRを実施した。 

２０２５年３月５日 「万博教室 in神戸インターナショナルスクール」 

３月７日  「万博教室 in 東京アメリカンスクール」 

３月１３日「万博教室 in 東京ブリティッシュスクール」 

３月１９日「万博教室 inカナダインターナショナルスクール＠カナダ大使館」 

３月２２日 デンマーク＆スペイン EXPO フェステイバル＠大阪 

 

海外メディアに対する取材対応を実施した。 

① 外務省主催在日海外メディアツアーで万博会場を取材 

３月２５日、２６日 万博会場視察＆高科副事務総長、プロデューサー等取材

（１２社参加） 

② ３月２１日 日本外国特派員協会メンバー取材（３社参加） 

個別海外メデイア対応：仏２社、Parision Weekend、France24、台湾２社「今周

刊」「天下雑誌」、UAE「Shawat Magazine」、外務省招へい、カンボジアインフルエ

ンサー（外務省招へい）等 
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３ 公式参加者への対応と支援 

（１）公式参加者への対応 

ア 万博の実施に向け、博覧会国際事務局（ＢＩＥ）と連絡・調整を行う 

２０２４年４月２３日に博覧会国際事務局（ＢＩＥ）の執行委員会、同２６日に情

報コミュニケーション委員会がフランス・パリにおいて開催され、６月１８日には総

会がオンラインで開催された。これらの会議において、協会は万博開催の準備状況に

関するプレゼンテーションを行い、各国・地域に対して準備の加速を呼びかけた（執

行委員会は櫟副事務総長、総会は石毛事務総長が発表）。 

また、４月、６月及び８月のＢＩＥケルケンツェス事務局長の訪日機会を活用し、

同氏と十倉会長、石毛事務総長等との間で意見交換を行った。 

１０月１１日から１４日にかけて博覧会国際事務局（ＢＩＥ）の情報コミュニケー

ション委員会及び執行委員会が、同年１１月２６日には総会がフランス・パリで開催

された。これらの会議において、協会は万博開催の準備状況に関するプレゼンテーシ

ョンを行い、各国・地域に対して準備及びプロモーションの加速を呼びかけた（情報

コミュニケーション委員会及び執行委員会は櫟副事務総長、総会は石毛事務総長が発

表）。 

また、２０２４年１０月、同年１１月及び２０２５年１月に、ＢＩＥケルケンツェ

ス事務局長と十倉会長、石毛事務総長等との間で意見交換を行った。 

 

イ 昨年度に引き続き International Participants Meeting（国際参加者会議）を開催

し、最新情報の提供や質疑応答を通じ、公式参加者の理解促進、出展準備の加速を図

る 

２０２４年６月２５日・２６日に奈良県コンベンションセンターにおいて「国際参

加者会議 2024年夏（IPM 2024 Summer）」を開催した。本会議には約１６０か国・地

域、国際機関の国際博覧会責任者が出席し、万博準備の重点が建築から運営にシフト

する中で、公式参加者がパビリオンをいかに運営していくかといった具体的な情報共

有や意見交換のためのセッションが行われた。 

あわせて、出展タイプに応じた分科会も開催し、内装展示や運営等に関するより実

践的なガイダンスを提供した。 

また、公式参加者に独自のテーマウィークプログラム等を積極的に企画・実施して

もらうためのヒントとなることを目的に、特別セッションも実施した。 

２０２５年１月１５日・１６日にアクリエひめじ（兵庫県姫路市）において「国際

参加者会議 2025 年（ＩＰＭ ２０２５）」を開催した。本会議には約１６０か国・地

域、国際機関の国際博覧会責任者が出席し、開幕を４月に控え、万博準備の中心が建

設からイベント、運営、広報・機運醸成の３つへと大きくシフトする中で、フェイス・

トゥ・フェイスでの情報提供に加え、リアル会合ならではの、公式参加者同士による
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進捗共有等もなされた。 

また、１５の公式参加者と３つのシグネチャーパビリオンによる魅力発信の場と

して、「Pavilion Showcase Forum」を実施した。 

 

ウ 公式参加者宿舎の申込受付・決定、宿舎管理・運営に係る準備を行い、2025 年 3 月

[一部２０２４年１２月]からの円滑な宿舎入居を支援する 

２０２４年３月末に発出した公式参加者宿舎ガイドラインに基づき、同宿舎への

申込を４月２２日から５月１７日まで受け付けた。５月末に割当結果を通知し、同結

果の受領確認を経て、７月末に契約書を発送した。 

また、締め切り後も引き続き申込を受け付けるとともに、７月には宿舎の入居資格

を拡大し、８月末までに拡大分を含む割当結果を通知した。 

宿舎を申し込んだ公式参加者と順次賃貸借契約を締結した。守口宿舎は、２０２４

年１１月に宿舎ガイドブックを作成し、２０２５年１月から入居を受け入れた。梅田

宿舎及び東喜連宿舎は、２０２５年１月に宿舎ガイドブックを作成し、３月から入居

を受け入れた。 

 

エ 公式参加者支援のためのワンストップショップ（ＯＳＳ）のさらなる機能強化を図る

とともに、２０２５年１月にはＯＳＳセンターを夢洲会場内に設け、公式参加者に寄

り添った形での運営支援を実施する 

２０２４年４月のケルケンツェス事務局長来日時に、ＯＳＳの機能と体制の拡充

要請あり。これを受けて、分野ごとの機能を整理したうえで、関係機関等へ協力を要

請し、建築、レストラン営業、物流等２６分野に関する相談を公式参加者から一元的

に受け付け、申請手続き等をサポートする体制を構築した。 

６月１８日、ＢＩＥ総会にて石毛総長から上記体制によるＯＳＳの開設を公式ア

ナウンスするとともに、同日、ＯＳＳガイドブックをリリース。６月２４日、咲州庁

舎４７階にＯＳＳをオープン。IPM 2024 Summer前後の６月２４日、２７日、２８日

にＯＳＳで個別相談会を開催し、計１，７８４件の相談対応を行った。 

２０２４年６月のＯＳＳオープン以来、９か月での累計相談件数は７，２３０件に

のぼり、公式参加者が持つハード、運営面での課題を解決するために、ＯＳＳの各分

野の専門家が寄り添って、効果を出すことができた。また、必要となる申請もスムー

ズに一元化して行うことができた。公式参加者の万博準備のフェーズが運営分野に移

行するなかで、公式参加者のニーズに合わせて、継続的に関係機関へ派遣増員を要請

する等、ＯＳＳ内の人員体制整備を行った。 

また、ＩＰＭ ２０２５に合わせて、１月１４日～１７日にＯＳＳ個別相談会なら

びに銀行口座開設会を開催し、計１，６７１件の相談を受け付けた。 
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（２）途上国支援プログラムの準備・実施 

ア 政府と予算協議を行いつつ、政府の委託等で関連事業を実施する機関（JICA 等）と

も連携し、支援内容の具体的プログラムの企画・調整を進め、公式参加者に対し情報

提供を行う。また、途上国支援プログラムの対象となる公式参加者パビリオン等の展

示内装工事や運営の準備作業を担う事業者を選定し、支援事業を実施する 

２０２４年２月に発出した途上国支援プログラムに関するガイドブックに基づき、

公式参加者（途上国）から各支援項目に関する申請フォームを受理し、支援に向けた

準備を行った。 

支援を実施する受託事業者（途上国支援対象タイプＣ共同館の展示内外装施工及

び運営準備業務、途上国支援対象国のＰＲ施策業務、途上国支援対象国出展館の展示

施工等業務）を提案公募で選定し、具体的な支援業務に着手した。 

また、IPM 2024 Summerに参加する途上国に対する招聘事業を実施した。 

途上国支援プログラムに関するガイドブックに基づき、公式参加者（途上国）から

各支援項目に関する申請フォームを受理し、支援を実施する受託事業者との調整等を

通じて、各パビリオンやバーチャル展示にかかる展示コンテンツ、会期に向けた運営

準備、展示品の輸送（往航）、各国スタッフ等の訪日支援の準備等を行った。 

また、ＩＰＭ ２０２５に参加する途上国に対する招聘事業を実施した。 

 

（３）展示・内装工事支援 

ア 公式参加者パビリオンの展示・内装工事がスムーズに行われるよう支援する 

公式参加者と展示内装事業者との円滑な契約促進の支援を目的にした展示内装プ

ロジェクトチームの活動を昨年度より継続。入札参加や関心表明につなげる取り組み

として、公式参加者から展示内装サプライヤーへのオンライン情報提供会を２０２４

年５月２３日、６月１８日に実施した。 

また、６月２７日には IPM 2024 Summerでの来日期間をとらえて、公式参加者と

展示内装サプライヤーとの個別相談会を３３件実施した。 

さらに、並行して、展示内装サプライヤー向け説明会を４月２５日、５月３１日に

開催し、パビリオン展示の概況や会場の整備状況などの情報を提供した。 

加えて、途上国支援を実施する受託事業者（途上国支援対象共同館の展示内外装施

工業務、途上国支援対象国出展館の展示施工等業務）を提案公募で選定し、具体的な

支援業務に着手した。 

展示・内装工事を円滑に進めるための内装監理室を９月１２日に立ち上げ、事業者

と工区統括ゼネコンとの意思疎通、展示計画図面の審査を行った。 

また、One Stop Shopにおいては公式参加者、設計者、施工者からの相談に対応し、

公式参加者のスムーズな万博準備に寄与した。 

共同館の展示・内装については、公式参加者との連携を密にし、サプライヤーリス
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トの提供を行うなど各公式参加者による展示・内装工事が円滑に行われるよう支援し

た。 

加えて、途上国支援を実施する受託事業者との調整等を通じて、支援対象国の各パ

ビリオンの共用部及び各国展示施工を実施した。 

 

４ 事務局体制の整備・強化と財政基盤の確立 

（１）事務局体制の整備・強化 

 ア 効率的・効果的な事務局体制の整備・強化、国・経済界・自治体などからの業務に応

じた専門人材の確保等 

国・経済界・自治体等に対して専門人材等の派遣要請を行った結果、２０２４年４

月１日時点で７６９名体制、２０２５年３月３１日時点で８７１名体制に増員し、事

務局体制の強化を行った。人員の配置については、万博の会期も見据えた効果的・効

率的な配置を行った。 

 

 イ 会期中運営体制の構築 

博覧会会期中の運営体制を構築するため、協会事務局の組織について部および課を

廃止し、局長レベルで責任をもって判断する体制に向けて段階的に組織再編を実施す

ることが理事会において承認された。会期中組織体制への移行は、理事会の承認を踏

まえ、２０２５年１月から段階的に進め、２０２５年３月１日に完了した。 

 

 ウ コンプライアンスの強化及び徹底 

・４月２６日にコンプライアンス委員会を開催し、協会内のコンプライアンスの徹底

を確認した。 

・４月３０日にコンプライアンスの手引きを発行した。 

・５月２４日により深い習熟を希望した国際局に対し、コンプライアンス研修を行っ

た。 

・７月２３日に文書管理の手引きを発行した。 

・１１月８日にコンプライアンス委員会を開催し、前期の取り組み内容や、不適切事

案の周知・改善策の共有を行うなど、協会内のコンプライアンスの徹底を確認した。 

・１２月２６日の理事会において策定した内部統制システム案の承認を受けた。 

・１月２０日に個人情報取扱規程の改正及び取扱留意事項の作成を行った。 

・３月２８日に個人情報保護方針の改訂を行い、万博 IDガイドを公表した。 

 

また、コンプライアンスの「理解の定着・深化」→「実施・検証」→「改善」のサイ

クルを回し、協会職員に一層の理解を求めるため、以下の取組を進めた。 

〔コンプライアンス通信の発行〕 
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・４月１６日にコンプライアンス通信第４号（職員の責務等について）を発行した。 

・８月５日にコンプライアンス通信第５号（夏季のコンプライアンス上の注意事項に

ついて）を発行した。 

・１１月１１日 コンプライアンス通信第６号（コンプライアンス違反事例の紹介と  

留意いただくポイントについて）を発行した。 

・１２月２日  コンプライアンス通信第７号（年末年始の会食贈答の機会で注意す

ることについて）を発行した。 

 

〔コンプライアンス研修の実施〕 

・５月２０日にコンプライアンス研修①（みなし公務員）を実施した。 

・５月３１日にコンプライアンス研修②（情報の取り扱い）を実施した。 

・６月１７日にコンプライアンス研修③（利害関係者）を実施した。 

・６月２４日にコンプライアンス研修④（入札談合防止）を実施した。 

・７月１１日にコンプライアンス研修⑤（契約事務の留意事項）を実施した。 

・７月２９日にコンプライアンス研修⑥（暴排）を実施した。 

・８月５日にコンプライアンス研修⑦（コンプライアンス違反を起こさないために） 

・１２月３日にコンプライアンス研修⑧（ケーススタディ①）を実施した。 

・１月２１日にコンプライアンス研修⑨（個人情報保護）を実施した。 

 

（２）財政計画の策定と予算の効率化・効果的な執行 

ア 博覧会基本計画に沿った資金の調達 

２０２５年３月に２６０億円の借入を継続した。 

 

イ 予算執行段階における事業実施方法の検証、コスト削減 

万博の準備のため、入場券売上等を原資に実施する運営費事業に関し、協会役員

を構成員とする運営費執行管理会議をこれまでに５回開催した（第一回２０２４年

３月５日、第二回２０２４年５月１日、第三回２０２４年８月８日、第四回２０２

４年１１月６日、第五回２０２５年２月１９日）。 

さらに経済産業省において設置された２０２５年大阪・関西万博予算執行監視委

員会において博覧会協会における予算執行管理について引き続き説明を行った（第

三回２０２４年５月２７日、第四回２０２４年７月２９日、第五回２０２４年１０

月２日、第六回２０２５年１月２３日）。 

そのほか、調達プロセスのチェック体制を強化し、最適な調達手法の選択等、効

率的かつ効果的な調達を行う環境を整備し、企業協賛や各種補助金等、新たな収入

確保策にも取り組んだ。２０２４年１０月から運営費事業の適正執行を目的として

財務部門での一括管理型予算マネジメントを行うこととし、全体最適化の予算運用
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を図った。 

 

ウ 収納債権管理体制の構築 

５月２２日に収納・債権管理業務に係る業務委託先を競争入札により選定し、業務

体制構築に向けて受託者と協力して準備を進めた。 

また、５月２１日に、ユーティリティ（電気、上下水、冷水）の供給約款を制定す

るとともに、ユーティリティ使用開始に必要な手続等については、協会内及び公式・

非公式参加者への周知・説明等を順次実施した。 

開幕に向けて実務内容の具体的検討・調整を実施し、これらを反映すべく、収納・

債権管理業務に係る業務委託の変更契約を２０２４年１２月に締結した。 

使用希望者に対するユーティリティ供給及び使用料金の請求を以下のとおり開始

した。 

電気：２０２４年６月 

上水：２０２４年７月 

下水：２０２４年１２月 

 

（３）財政基盤強化に向けた具体的な資金調達 

ア 寄附金の募集・拡充に向けた取り組み 

寄附を検討している個人・企業等に対し寄附の依頼を継続して実施した。 

 

イ 補助金等各種資金の活用 

大阪・関西万博協賛競輪を２９開催（向日町競輪場、宇都宮競輪場、岐阜競輪場、

青森競輪場、熊本競輪場、川崎競輪場、別府競輪場、弥彦競輪場、京王閣競輪場   

（１０月）、防府競輪場、小倉競輪場、大垣競輪場（１２月）、松山競輪場、広島競

輪場、佐世保競輪場、静岡競輪場、立川競輪場、和歌山競輪場、大宮競輪場、松阪

競輪場、京王閣競輪場（１月）、高松競輪場、奈良競輪場、豊橋競輪場、名古屋競輪

場、玉野競輪場、大垣競輪場（３月）、四日市競輪場、伊東温泉競輪場）いただき、

機運醸成にご協力いただいた。 

 

５ 社員総会・理事会の開催 

（１） 理事会（２０２４年４月１日）  

開催方法：決議省略の方法による 

審議事項 

・理事選任・報酬額の決定について、臨時社員総会を開催することなく書面決議 

の方法により付議する件 

・副事務総長・業務執行理事の選定の件 
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・副事務総長の職務権限規程の改定の件 

・会長職を代行する副会長、事務総長及び副事務総長の順序を定める件 

     出 席 等 

提案書に対し、理事３４名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面によ

る確認の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（２） 社員総会（２０２４年４月１日）  

開催方法：決議省略の方法による 

     審議事項 

・理事１名選任の件 

・副事務総長（東川 直正）の報酬額の決定の件 

出 席 等 

提案書に対し、社員１１名全員の書面による同意の意思表示を得た日をもって、

社員総会の決議があったものとみなされた。 

 

（３） 理事会（２０２４年６月５日）  

開催方法：決議省略の方法による 

審議事項 

・２０２３年度決算に係る計算書類等の承認の件 

・定時社員総会の開催に関する件 

     出 席 等 

提案書に対し、理事３３名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面によ

る確認の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（４） 社員総会（２０２４年６月２７日）  

開催方法：NCB会館「松の間」を開催場所として、Ｗｅｂ会議システム（利用サ

ービス名：Zoom）の併用による会議 

   審議事項 

・理事の選任の件 

・２０２３年度決算に係る計算書類の承認の件 

    報告事項 

・２０２３年度の事業報告の件 

・２０２４年度の事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込みを記

載した書類の報告の件 

出 席 等 

議決権行使書面提出者（書面表決者）４名、Ｗｅｂ表決者名１名、出席者６名
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の社員１１名全員 

 

（５） 理事会（２０２４年６月２７日）  

開催方法：NCB会館「松の間」を開催場所として、Ｗｅｂ会議システム（利用サ 

ービス名：Zoom）の併用による会議  

審議事項 

・副会長及び業務執行理事・副事務総長の選定の件 

・会長職を代行する副会長、事務総長及び副事務総長の順序を定める件 

・事業報告等に係る提出書類の提出承認の件 

・会計監査人の報酬額決定の件 

・２０２５年度電気調達の件 

・２０２５年日本国際博覧会 ペット同伴来場実施の件 

・舞洲会場外（パーク＆ライド）駐車場シャトルバス運行業務委託の変更の件 

・会場整備にかかる工事等の変更の件 

・タイプＸ・空地の活用の件 

・チケット販売の促進策の件 

報告事項 

・運営費及び会場建設費の執行状況の件 

・会期中組織の件 

・２０２３年度寄附金受領の件 

・大阪・関西万博の機運醸成に関する件 

・「公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 人権方針」策定の件 

・イベントの現状の件 

・博覧会会場内の交通の件 

・災害対策の検討状況の件 

・万博Ｐ＆Ｒ利用料金の件 

・夢洲北岸浮桟橋の利用料の件 

・褒賞制度に関する特別規則第１４号制定の件 

・海外パビリオンの状況の件 

・大屋根リングのリユースの実施の件 

出 席 等 

  理事現在数 ３４名  定足数 １８名  出席理事数 ２５名 

  監事現在数  ２名  出席監事数  ２名 

 

（６） 理事会（２０２４年６月２８日）  

開催方法：決議省略の方法による 



46 

 

審議事項 

・公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 事務局組織規程の一部改定の件 

・副事務総長の職務権限規程の改定の件 

     出 席 等 

提案書に対し、理事３４名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面による

確認の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（７） 理事会（２０２４年９月１３日）  

開催方法：大阪国際会議場 １０階「１００４～１００７」を開催場所として、

Ｗｅｂ会議システム（利用サービス名：Zoom）の併用による会議  

審議事項 

・会期中組織への移行の件 

・メタンガス対策の件 

・タイプＸのＣ活用等、休憩所等整備の件 

・会場整備にかかる工事等の変更の件 

・夢洲地区交通ターミナル及び舞洲地区会場外駐車場等建築物の賃貸借の契約変 

更の件 

・紙チケットの来場日時予約なしでの利用条件の件 

・2025年日本国際博覧会ペット同伴来場実施見送りの件 

報告事項 

・運営費及び会場建設費の執行状況の件 

・会長、事務総長及び副事務総長の職務の執行状況の件 

・大阪・関西万博の機運醸成に関する件 

・イベントの現況の件 

・会場内・外周バス乗車料金の件 

・桜島駅シャトルバスの準備状況の件 

・公式参加者による運営委員会等の件 

・海外パビリオンの出展状況の件 

・防災実施計画の策定の件 

 

出 席 等 

  理事現在数 ３４名  定足数 １８名  出席理事数 ２６名 

  監事現在数  ２名  出席監事数  ２名 

 

（８） 理事会（２０２４年１０月１１日）  

開催方法：決議省略の方法による 
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審議事項 

・理事選任・報酬額の決定について、臨時社員総会を開催することなく書面決議

の方法により付議する件 

・副事務総長・業務執行理事の選定の件 

・副事務総長の職務権限規程の改定の件 

・会長職を代行する副会長、事務総長及び副事務総長の順序を定める件 

     出 席 等 

提案書に対し、理事３４名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面によ

る確認の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（９） 社員総会（２０２４年１０月１１日）  

開催方法：決議省略の方法による 

     審議事項 

・理事１名選任の件 

・副事務総長（水谷 徹）の報酬額の決定の件 

出 席 等 

提案書に対し、社員１１名全員の書面による同意の意思表示を得た日をもって、

社員総会の決議があったものとみなされた。 

 

（１０） 理事会（２０２４年１１月１５日）  

開催方法：決議省略の方法による 

審議事項 

・役員賠償保険の件 

・会期中組織への移行に伴う規程の一部改定の件 

     出 席 等 

提案書に対し、理事３５名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面によ

る確認の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（１１） 理事会（２０２４年１１月２９日）  

開催方法：決議省略の方法による 

審議事項 

・指定寄附金の指定申請の件 

・寄付受入に関する件 

・保険に関する件 

     出 席 等 

提案書に対し、理事３５名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面によ
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る確認の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（１２） 理事会（２０２４年１２月２６日）  

開催方法：東京国際フォーラム５階「Ｇ５１０」を開催場所として、Ｗｅｂ会議

システム（利用サービス名：Zoom）の併用による会議  

審議事項 

・職員就業規程改定及び非常勤職員就業規程策定の件 

・内部統制システムの整備の件 

・大阪・関西万博安全確保事業の変更の件 

・途上国出展支援事業の受託契約（経産省）及び共同館（タイプ C）展示・運営業 

務の発注の件 

報告事項 

・チケットの販売状況と機運醸成についての件 

・運営費及び会場建設費の執行状況の件 

・イベントの現況の件 

・施設・設備等のリユースの件 

・博覧会会場における大型荷物の取り扱いの件 

・会場内営業施設の概要の件 

・万博会場への交通アクセス及びサービスの案内状況の件 

・ＩＰＭ２０２５の開催の件 

・海外パビリオンの状況の件 

・暑熱対策に関する件 

出 席 等 

  理事現在数 ３５名  定足数 １８名  出席理事数 ２９名 

  監事現在数  ２名  出席監事数  ２名 

 

（１３） 理事会（２０２５年１月１７日）  

開催方法：決議省略の方法による 

審議事項 

・理事選任について、臨時社員総会を開催することなく書面決議の方法により付 

議する件 

・副会長の選定の件 

・会長職を代行する副会長、事務総長及び副事務総長の順序を定める件 

     出 席 等 

提案書に対し、理事３５名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面によ

る確認の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 
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（１４） 社員総会（２０２５年１月１７日）  

開催方法：決議省略の方法による審議事項 

・理事１名選任の件 

出席等 

提案書に対し、社員１１名全員の書面による同意の意思表示を得た日をもって、

社員総会の決議があったものとみなされた。 

 

（１５） 理事会（２０２５年３月１７日） 

開催方法：大阪国際会議場 １０階「1００４～１００７」を開催場所として、Ｗ

ｅｂ会議システムの併用による会議 

審議事項 

・２０２５年度事業計画、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込みを記載し

た書類の承認の件 

・会期中の協会事務局組織体制の件 

・「大阪・関西万博日本政府出展事業(仮称)」の受託及び「日本政府館展示制作・

施工及び運営実施業務(仮称)」の委託契約の件（令和６年度補正予算） 

・途上国出展支援事業（令和７年度当初予算）の受託契約（経産省）の件 

報告事項 

・運営費及び会場建設費の執行状況の件 

・会長、事務総長及び副事務総長の職務の執行状況の件 

・指定寄附金の申請金額の件 

・イベントの現況の件 

・万博会場への交通アクセス及びサービスの案内状況の件 

・公式参加者の準備状況（宿舎）の件 

・メタンガス対策の件 

・万博における環境の取組と施設・設備等のリユースの件 

・チケットの販売状況と機運醸成についての件 

出 席 等 

  理事現在数 ３５名  定足数 １８名  出席理事数 ２９名 

 監事現在数  ２名  出席監事数  ２名 

 

６ 役員就退任 

・２０２４年 ４月 １日 理事及び副事務総長就任（東川 直正氏） 

・２０２４年 ５月１６日 理事及び副会長退任（角元 敬治氏） 

・２０２４年 ６月２７日 理事及び副会長就任（宮部 義幸氏） 
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・２０２４年１０月１５日 理事及び副事務総長就任（水谷 徹氏） 

・２０２４年１２月３１日 理事及び副会長退任（塚本 能交氏） 

・２０２５年 １月１７日 理事及び副会長就任（堀場 厚氏） 

 

７ 事務局体制 

（１）職員数の推移 

・２０２４年４月 １日 職員７６９名に増員 

・２０２５年３月３１日 職員８７１名に増員 

 

（２）事務局組織の変遷 

・２０２４年４月１日   国際部を企画支援部と参加調整部の２部に分割 

・２０２４年７月１日   運営基盤調整統括室を新設 

・２０２４年１０月１５日 副事務総長を増員。 

・２０２５年１月１日   儀典長を新設。 

総合戦略室と経営企画室を統合し、運営統括室を新設。 

総務局を儀典局、総務局の２局に分割し、総務局の部・課を廃

止。  

持続可能性部を企画局から独立して持続可能性局を新設し、

持続可能性局の部・課を廃止。 

整備局の名称を施設維持管理局に変更し、部・課を廃止。 

日本館を新設。 

・２０２５年３月１日   広報・プロモーション局、企画局、イベント局、ＩＣＴ局、

会場運営局、危機管理局、交通局、国際局の部・課を廃止。 
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【２０２４年４月１日時点組織図】       【２０２５年３月３１日時点組織図】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 業務の適正を確保するための体制及びその運用状況の概要 

 

（１）理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

【体制】 

１）監事による監査を年 2回実施する。 

２）理事を対象とするコンプライアンス研修を実施する。 

【運用状況の概要】 

１）2024年 4月～5月および 2024年 11月～12月にて監事による監査を実施している。 

２）理事への都度の問い合わせに対応できるような体制を整備し、コンプライアンスに係

る説明・個別相談を求められた際には適切に対応した。 

 

事務総長

儀典局

副事務総長

運営統括室

総務局

副事務総長

運営基盤調整統括室

広報・プロモーション局

副事務総長

副事務総長

イベント局

副事務総長

ＩＣＴ局

企画局副事務総長

会場運営局

儀典長

危機管理局

日本館

監査室

国際局

持続可能性局

施設維持管理局

交通局

事務総長 総合戦略室

副事務総長 経営企画室

副事務総長

副事務総長

広報部

海外コミュニケーション部

地域・観光部

副事務総長

総務局

副事務総長

広報・プロモーション局 企画部

総務部

財務部

調達部

ＩＣＴ局 ＩＣＴ部

会場運営局 来場者サービス部

運営管理部

入場券部

企画局 企画部

イベント局 イベント部

持続可能性部

国際局 企画支援部

参加調整部

会場整備部

危機管理局 危機管理部

交通局 交通部

整備局 整備調整部
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（２）理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

【体制】 

１）「文書管理規程」において、文書の取り扱い及び保管その他の文書管理を行うことを定

める。 

２）定款の定めにおいて、理事会承認を受けた協会の事業報告及び計算書類等を 5年間、主

たる事務所に据え置く。 

３）理事会資料のレベルを設けて管理するなど、適切な情報管理を行う。 

４）理事会資料・議事録の作成・公表・保管を行う。 

【運用状況の概要】 

１）起案して決裁が終わった文書は決裁要領に記載された所定の場所に、発議者/起案者

が保存用ファルダを作成し、保存している。文書の保存期間は５年としている。 

２）事業報告及び計算書類等を含む、第 1回以降の理事会資料一式を、咲洲オフィス内に

据え置いている。 

３）、４）理事会資料・議事録は紙・電子資料を回ごとにファイル分けして保管・管理す

るとともに、理事会終了後協会 HP上で公開している。 

 

（３）損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

【体制】 

１）「会計規程」に基づき設置された最高財務責任者（ＣＦＯ）が、予算の適正な管理のた

めの会議を定期的に開催し、関係局長等に対して収支に関する報告を求め、予算の編成

や執行状況等を把握するとともに、必要に応じて関係局長等に助言又は勧告を行う。 

２）監査室を設置し、「内部監査規程」において定めるところに従い、同室が内部監査を行

うとともに、その結果を事務総長へ報告し、必要に応じて適切な是正手段を講じる。 

【運用状況の概要】 

１）CFO下命により定期的に各局毎にヒアリングを行っており、CFOにはその旨報告を行

うとともに、必要に応じて各局に予算執行について助言・勧告を行ってきた。 

２）2024 年度は、全部局を対象に契約に関する経常的な業務監査を実施した。また、テ

ーマ監査、ISO監査についても実施した。併せて、監査の結果、是正措置が必要なものに

ついては、措置状況について事後に確認を行った。監査結果及び措置状況について、11月

及び３月に事務総長へ報告した。 

 

（４）理事の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

【体制】 

１）「事務決裁規程」において、代表理事、副事務総長、局長等の決裁権限を、「副事務総長

の職務権限規程」において、各副事務総長の所管業務を定め、当該各規程において定め

るところに従い、事務の円滑かつ適正な執行を確保するとともに責任の明確化を図る。 
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２）万博における重要課題については専門家や有識者からなる各種委員会を設け、専門的視

点から意見、提案を求める） 

３）理事の多様性を確保し、多様な視点・価値観に基づく意思決定を行う体制を構築する。 

【運用状況の概要】 

１）各起案は「事務決裁規程」、「副事務総長の職務権限規程」に基づき決裁者を設定し、

決裁手続きを行っている。 

２）専門家や有識者からなる各種委員会を以下のとおり実施した。 

【持続可能性有識者委員会】 

2025年 1月に「第 11回持続可能性有識者委員会」を開催し、持続可能な万博開催にむけ

た検討を行った。また同委員会のもとに設置した持続可能な調達、脱炭素、資源循環、人

権に関するワーキンググループを８回開催した。 

【機運醸成委員会】 

2024年４月 4日に第 3回機運醸成委員会、10月 3日に第 4回機運醸成委員会、2025年 2

月 10 日に第 5 回機運醸成委員会を開催し、機運醸成活動の PR 重点期間に向けた取組方

針及びチケット販売促進の改善等について意見交換を行った。 

【財務委員会】 

2024年 11月 18日に財務委員会を書面開催し、以下議案について決議を行った。 

第 1号議案：副委員長の選任の件 

第 2号議案：指定寄附金の申請の件 

３）理事は研究機関、企業や官庁など多様な経歴を持つ者から構成され、各々の専門的知

識や知見に基づき、理事会における審議を行っている。なお協会理事総数 35名中、女性

理事は 14名である。 

 

（５）使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

【体制】 

１）協会の業務執行の公正性を確保することを目的とした「コンプライアンス規程」、職務

に係る倫理を保持することを目的とした「役職員の職務上の倫理に関する規程」をそれ

ぞれ制定及び公表する 

２）「コンプライアンス規程」において、当該規程の実効性を確保し、協会事務局における

コンプライアンスを推進するため、各局長で構成するコンプライアンス委員会を設置

することを定める。 

３）職員を対象とするコンプライアンス研修を実施し、意識の向上を図る。 

４）役員・職員の法令違反行為等に関する内部通報に対応するため、「内部通報規程」に基

づき内部・外部窓口を設置する） 
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【運用状況の概要】 

１）「コンプライアンス規程」は 2023年３月 13 日から施行されている。 

また、「役職員の職務上の倫理に関する規程」は 2020年１月１日に施行されている。 

２）2024 年度は４月 26 日、11 月８日にコンプライアンス委員会を開催し、協会内のコ

ンプライアンスの徹底を確認した。 

３）協会内の職員向けに 2024年度コンプライアンス研修を以下のとおり実施した。 

・５月 20日にコンプライアンス研修①（みなし公務員）を実施した。 

・５月 31日にコンプライアンス研修②（情報の取り扱い）を実施した。 

・６月 17日にコンプライアンス研修③（利害関係者）を実施した。 

・６月 24日にコンプライアンス研修④（入札談合防止）を実施した。 

・７月 11日にコンプライアンス研修⑤（契約事務の留意事項）を実施した。 

・７月 29日にコンプライアンス研修⑥（暴排）を実施した。 

・８月５日にコンプライアンス研修⑦（コンプライアンス違反を起こさないために） 

・12月３日にコンプライアンス研修⑧（ケーススタディ①）を実施した。 

・１月 21日にコンプライアンス研修⑨（個人情報保護）を実施した。 

４）内部通報窓口を以下のとおり設置し、相談・通報を受け付けた。 

・内部窓口を総務局コンプライアンス担当とした。 

・外部窓口を外部の弁護士事務所に委託した。 

 

（６）理事及び使用人が監事に報告をするための体制その他の監事への報告に関する体制 

【体制】 

１）監事による監査を年 2回実施する。 

２）「理事会運営規程」において、監事が出席する理事会で、代表理事と業務執行理事によ

る職務の執行状況等の報告義務を定める。 

３）定款において、監事による、理事及び使用人に対する事業の報告を徴求する権限並びに

協会の業務及び財産の状況の調査を行う権限を定める。 

４）「内部通報規程」において、役員に関係する又は関係すると疑われる通報対象行為につ

いては、監事と協議することを定める。 

【運用状況の概要】 

１）2024年 4月～5月および 2024年 11月～12月にて監事による監査を実施している。 

２）2024 年 9 月 13 日臨時理事会において第１回の 2024 年度事業活動概況報告を、2025

年 3月 17日の定時理事会において、第２回の同報告を行った。 

３）公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会定款第 23条 3項において監事による理

事及び使用人に対する事業の報告を徴求する権限並びに協会の業務及び財産の状況の調

査を行う権限を定めている。 

４）役員に関係する又は関係すると疑われる通報対象行為はなかった。 
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（７）前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないこ

とを確保するための体制 

【体制】 

１）「内部通報規程」において、役職員が法令等に違反する行為について通報もしくは相談、

又は調査協力をしたことを理由に、不利益な取扱いを行ってはならないことを定める。 

【運用状況の概要】 

１）公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会内部通報規程の第 11条に窓口利用者等

の保護を設けており、調査に協力した役職員が不利益な取扱いを受けないことを徹底し

ている。 

 

（８）監事の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執

行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 

【体制】 

１）「役員の報酬等並びに費用に関する規程」において、監事の職務に伴う費用や報酬の支

払いについて定める。 

【運用状況の概要】 

１）公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会役員の報酬等並びに費用に関する規程に

おいて監事の職務に伴う費用や報酬の支払いについて定めている。 

 

（９）その他監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

【体制】 

１）法律、会計その他の監査の実効性を高めるために、必要な知見及び経験を有する専門家

等を監事として登用する。 

２）監事監査後、監事は事務総長及び副事務総長と面談し意見交換を行う。 

３）監事は監査報告を行うにあたり、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受

ける。 

【運用状況の概要】 

１）2025年 3月末時点における協会の監事は、小原正敏（きっかわ法律事務所 代表弁護

士）と中務裕之（中務公認会計士・税理士事務所所長 公認会計士・税理士）の 2名で、

いずれも十分な専門性と知見を有するものと判断している。 

２）監事は 2024年 5 月および 2024年 12月にて事務総長及び副事務総長との面談を実施

している。 

３）監事は 2024年 5 月に会計監査人から監査実施結果の報告を受け監査報告を行ってい

る。 

 

９ 主な契約案件 
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（１）令和５年度補正大阪・関西万博安全確保事業(変更契約) 

・契約の相手方  経済産業省 

・契約金額    １９，９０８，９０７，９９９円（税込） 

・変更金額（増額）２，５０１，０３５，１９３円（税込） 

・契約日     ２０２４年３月２６日 

・契約期間    ２０２４年１月２２日～２０２６年１月３０日 

 

（２）令和５年度補正大阪・関西万博政府開催準備事業（途上国出展支援事業） 

・契約の相手方  経済産業省 

・契約金額    ６，５９６，１２６，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年３月２７日 

・契約期間    ２０２４年３月２７日～２０２５年３月３１日 

 

（３）令和 5年度補正大阪・関西万博日本政府出展事業 

・契約の相手方  経済産業省 

・契約金額    ７，９４７，８９７，４１０円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（４）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業（PW 北東工区）Ａ48 パビリオン（建設工

事） 

・契約の相手方  大林組･大鉄工業･TSUCHIYA共同企業体･株式会社安井建築設計事務所 

・契約金額    ４１４，８１０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２４年１０月３１日 

 

（５）２０２５年日本国際博覧会万博会場交通ターミナル・駐車場等運営監視システムサー

ビス提供業務 

・契約の相手方  アイテック阪急阪神株式会社 

・契約金額    ５０８，２６３，８００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年１２月３１日 

 

（６）舞洲万博 P&R駐車場用地（A）の土地転貸借契約 

・契約の相手方  美津濃株式会社 

・契約金額    ２３３，２１２，３７９円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日 

 

（７）万博専用アクセスルートとして活用する建設中の淀川左岸線（２期）区間の整備に関

する基本協定書 

・契約の相手方  大阪市建設局長 

・契約金額    ２，９００，０００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～本整備の清算手続きが完了する日まで 

 

（８）公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 ESMS構築支援業務（その４） 

・契約の相手方  EY新日本監査法人  
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・契約金額    １１０，０００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年４月３０日 

 

（９）テーマ事業「いのちを育む」総合監理業務（河森 P）２０２４年度 

・契約の相手方  株式会社 Vector Vision 

・契約金額    ３８６，２６７，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（10）テーマ事業「いのちをつむぐ」総合監理業務（小山 P）２０２４年度 

・契約の相手方  株式会社オレンジ・アンド・パートナーズ 

・契約金額    １２１，５４０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（11）テーマ事業「いのちを拡げる」総合監理業務（石黒 P）２０２４年度 

・契約の相手方  石黒 浩 

・契約金額    ４４８，９７６，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（12）テーマ事業「いのちを高める」総合監理業務（中島 P）２０２４年度 

・契約の相手方  株式会社 steAm 

・契約金額    ２０１，０９６，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（13）テーマ事業「いのちを響き合わせる」総合監理業務（宮田 P）２０２４年度 

・契約の相手方  一般社団法人 better Co-being 

・契約金額    ２６７，４８４，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（14）令和 6年度２０２５年日本国際博覧会「日本政府館」広報・催事・バーチャルパビリ 

オン企画制作等業務 

・契約の相手方  大日本印刷株式会社 

・契約金額    ６１２，５３３，５６７円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（15）令和 6年度２０２５年日本国際博覧会「日本政府館」コミュニケーション企画制作等 

業務 

・契約の相手方  株式会社日本デザインセンター 

・契約金額    １４７，１８０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 
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（16）令和 6年度２０２５年日本国際博覧会「日本政府館」施設整備事業（バイオガス発電

プラント設計・施工等 

・契約の相手方  日立造船株式会社 

・契約金額    ３２４，７９９，２００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（17）令和 6年度２０２５年日本国際博覧会「日本政府館」展示実施設計・運営実施計画等

業務 

・契約の相手方  日本館展示等コンソーシアム 

・契約金額    ６，００５，２８８，９１６円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（18）令和 6年度２０２５年日本国際博覧会「日本政府館」建築設計と一体的に行う建築展

示支援・調整等業務 

・契約の相手方  株式会社日建設計大阪オフィス 

・契約金額    １６２，１６２，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（19）Webサイトの制作・運用及びシステム構築・保守業務（概算契約） 

・契約の相手方  株式会社電通 

・契約金額    １９９，５０７，０１８円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（20）テーマ事業「いのちを磨く」総合監理業務（落合 P）２０２４年度 

・契約の相手方  一般社団法人計算機と自然 

・契約金額    ８３４，６７５，６００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月４日 

・契約期間    ２０２４年４月４日～２０２５年３月３１日 

 

（21）２０２５年日本国際博覧会万博 ICT-PFサービス提供業務委託（変更契約） 

・契約の相手方  エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 

・契約金額    ３，１８２，０１２，４２１円（税込） 

・変更金額（増額）３５４，３５４，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月４日 

・契約期間    ２０２２年１１月２２日～２０２５年１２月３１日 

 

（22）会場全体ランドスケープ等意図伝達業務（基本設計その４） 

・契約の相手方  日建設計大阪オフィス 

・契約金額    １６４，４０６，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月９日 

・契約期間    ２０２４年４月９日～２０２５年３月２２日 

 
（23）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業 テーマ館「いのちを響き合わせる」宮田

Ｐ（建設工事）(変更契約) 
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・契約の相手方  大林組・総合設備コンサルタントグループ 

・契約金額    １，５９６，６２０，８８６円（税込） 

・変更金額（増額）１２５，３０８，０３０円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１０日 

・契約期間    ２０２３年１１月３０日～２０２４年１０月３１日 

 

（24）２０２５年日本国際博覧会 プロジェクトマネジメント支援業務（その５） 

・契約の相手方  山下 PMC・阪急コンストラクション・マネジメント株式会社共同企業体 

・契約金額    ４２９，１１０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１０日 

・契約期間    ２０２４年４月１０日～２０２５年３月２１日 

 

（25）２０２５年日本国際博覧会万博交通情報システム検討及びサービス提供業務（システ 

ム開発・改修）(変更契約) 

・契約の相手方  株式会社日立製作所 関西支社 

・契約金額    ９１９，５７３，６００円（税込） 

・変更金額（増額）２５９，１６０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１２日 

・契約期間    ２０２３年１０月２０日～２０２５年１２月３１日 

 

（26）２０２５年日本国際博覧会万博交通情報システム検討及びサービス提供業務（経常型） 

(変更契約) 

・契約の相手方  株式会社日立製作所 関西支社 

・契約金額    ２３３，５０８，０００円（税込） 

・変更金額（増額）１５８，３６７，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１２日 

・契約期間    ２０２３年１０月２０日～２０２５年１２月３１日 

 

（27）２０２５年日本国際博覧会 未来社会ショーケース事業 フューチャーライフ万博「未

来の都市」運営及び広報・プロモーション業務 

・契約の相手方  未来の都市推進共同企業体 

・契約金額    ９５０，０３８，７６０円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１６日 

・契約期間    ２０２４年４月１６日～２０２５年１１月２８日 

 

（28）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業（ＰＷ西工区）A 23 パビリオン（建設工事） 

・契約の相手方  竹中工務店・南海辰村建設・竹中土木共同企業体・株式会社昭和設計 

・契約金額    ５１０，０７０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月１９日 

・契約期間    ２０２４年４月１９日～２０２４年１２月３１日 

 

（29）２０２５年日本国際博覧会 無線利用調整業務（その２） 

・契約の相手方  株式会社 NHKテクノロジーズ 

・契約金額    ２４１，４５０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月２４日 

・契約期間    ２０２４年４月２４日～２０２５年１０月３１日 

 

（30）２０２５年日本国際博覧会 夢洲地区会場外清掃委託業務 
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・契約の相手方  ２０２５年日本国際博覧会 夢洲地区会場外清掃共同企業体 

・契約金額    １２９，５４７，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月２５日 

・契約期間    ２０２４年４月２５日～２０２５年１１月３０日 

 

（31）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業 GW工区（建設工事）(変更契約) 

・契約の相手方  鹿島建設・飛島建設共同企業体 

・契約金額    １３，３９１，８５９，４１４円（税込） 

・変更金額（増額）４６１，９７７，０９０円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月３０日 

・契約期間    ２０２３年７月３１日～２０２５年２月２８日 

 

（32）２０２５年日本国際博覧会前売チケット購入者対象くじ実施運営・PR 業務委託 

・契約の相手方  J コミ・NTA共同企業体 

・契約金額    １０９，８６０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月３０日 

・契約期間    ２０２４年４月３０日～２０２４年１２月３１日 

 

（33）夢洲障がい者用駐車場用地の一時使用土地転貸借契約 

・契約の相手方  株式会社大林組 

・契約金額    １０６，５１９，８５０円（税込） 

・契約日     ２０２４年４月３０日 

・契約期間    ２０２４年４月３０日～２０２５年３月３１日 

 

（34）2025年日本国際博覧会 医療救護施設運営業務 

・契約の相手方  株式会社メディカル・コンシェルジュ 

・契約金額    ２１１，３３６，６７８円（税込） 

・契約日     ２０２４年５月７日 

・契約期間    ２０２４年５月７日～２０２６年１月２３日 

 

（35）２０２５年日本国際博覧会 EVバス充電器設置等業務その 2（充電器設備設置、高圧

受変電設備設置及び配線等敷設） 

・契約の相手方  スズカ電工株式会社 

・契約金額    ３０４，０２２，４００円（税込） 

・契約日     ２０２４年５月１０日 

・契約期間    ２０２４年５月１０日～２０２６年３月３１日 

 

（36）「２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業（PW南東工区）」A17・B16パビリオン（建 

設工事） 

・契約の相手方  清水・東急・村本・青木あすなろ共同企業体 

・契約金額    ４５７，６６６，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年５月１３日 

・契約期間    ２０２４年５月１３日～２０２４年１０月３１日 

 

（37）物品購買「屋外ファニチャーの購入（概算契約）」 

・契約の相手方  株式会社コトブキ 

・契約金額    ４３８，５７０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年５月１６日 
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・契約期間    ２０２４年５月１６日～２０２５年２月２８日 

 

（38）２０２５年日本国際博覧会 スクリーニング機器賃貸借 

・契約の相手方  綜合警備保障株式会社 

・契約金額    ８１０，７００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年５月２０日 

・契約期間    ２０２４年５月２０日～２０２５年１１月３０日 

 

（39）２０２５年日本国際博覧会 舞洲・桜島地区会場外清掃委託業務 

・契約の相手方  株式会社 FUDOcorporation 

・契約金額    ２６４，０００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年５月２４日 

・契約期間    ２０２４年５月２４日～２０２５年１１月３０日 

 

（40）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業 PW北東工区（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  大林組･大鉄工業･TSUCHIYA共同企業体･株式会社安井建築設計事務所 

・契約金額    ２９，６５０，０２３，７００円（税込） 

・変更金額（増額）１，８４５，４０４，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年５月２８日 

・契約期間    ２０２３年４月２１日～２０２５年２月２８日 

 

（41）２０２５年日本国際博覧会 舞洲地区会場外駐車場整備工事（その１）(変更契約) 

・契約の相手方  前田道路株式会社 

・契約金額    １，３６２，４７１，０００円（税込） 

・変更金額（増額）３９０，８７１，８００円（税込） 

・契約日     ２０２４年５月２９日 

・契約期間    ２０２３年８月４日～２０２６年３月１９日 

 
（42）賓客接遇業務 

・契約の相手方  2025 年日本国際博覧会 賓客接遇業務 共同事業体（代表構成員：株式

会社 JTBグローバルマーケティング＆トラベル） 

・契約金額    ５１０，１１２，２８４円（税込） 

・契約日     ２０２４年５月３１日 

・契約期間    ２０２４年５月３１日～２０２５年１０月３１日 

 

（43）２０２５年日本国際博覧会 会場施設等維持補修業務 

・契約の相手方  ２０２５年日本国際博覧会 会場施設等維持補修共同企業体 

・契約金額    １，１６６，９８９，１２０円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月５日 

・契約期間    ２０２４年６月５日～２０２６年４月３０日 

 

（44）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業 PW西工区（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  竹中工務店・南海辰村建設・竹中土木共同企業体・株式会社昭和設計 

・契約金額    ２８，４０５，１７９，０００円（税込） 

・変更金額（増額）１，０６０，４００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月７日 

・契約期間    ２０２３年４月１８日～２０２５年２月２８日 
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（45）大阪・関西万博メディアセンター内マスターコントロールルーム（整備業務） 

・契約の相手方  株式会社ＮＨＫテクノロジーズ 

・契約金額    ２１６，１０４，０３２円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月７日 

・契約期間    ２０２４年６月７日～２０２６年１月３０日 

 

（46）大阪・関西万博メディアセンター内マスターコントロールルーム実施計画策定及び運 

営業務 

・契約の相手方  株式会社ＮＨＫテクノロジーズ 

・契約金額    ２２２，７９５，９６８円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月７日 

・契約期間    ２０２４年６月７日～２０２６年１月３０日 

 

（47）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業（ PW北東工区）A03（建設工事） 

・契約の相手方  大林組･大鉄工業･TSUCHIYA共同企業体･株式会社安井建築設計事務所 

・契約金額    ８２２，９６１，０４７円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月１２日 

・契約期間    ２０２４年６月１２日～２０２５年１月３１日 

 

（48）２０２５年日本国際博覧会 テーマウィーク全体運営事務局及びアジェンダ 2025 

主催プログラム実施業務 

・契約の相手方  株式会社博報堂 

・契約金額    ６７６，０８２，６６０円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月１３日 

・契約期間    ２０２４年６月１３日～２０２６年１月３１日 

 

（49）２０２５年日本国際博覧会 廃棄物管理業務委託 

・契約の相手方  日本通運株式会社 

・契約金額    １，７８４，８８３，０７１円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月１４日 

・契約期間    ２０２４年６月１４日～２０２５年１０月３１日 

 

（50）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業（休憩所他）トイレ５工事（建設工事） 

・契約の相手方  株式会社西村工務店 

・契約金額    １５８，０９２，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月２０日 

・契約期間    ２０２４年６月２０日～２０２５年１月１７日 

 

（51）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業 PW北東工区（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  大林組･大鉄工業･TSUCHIYA共同企業体･株式会社安井建築設計事務所 

・契約金額    ２９，８５１，４４６，９００円（税込） 

・変更金額（増額）２０１，４２３，２００円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月２７日 

・契約期間    ２０２３年４月２１日～２０２５年２月２８日 

 

（52）2024年度途上国支援対象タイプ C共同館 CC館（仮称）の展示内外装施工及び運営準

備業務 

・契約の相手方  途上国支援対象タイプ C 共同館 CC館（仮称）共同事業体 
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・契約金額    １，０５３，８００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月２８日 

・契約期間    ２０２４年６月２８日～２０２５年３月３１日 

 

（53）2024年度途上国支援対象タイプ C共同館 CE館（仮称）の展示内外装施工及び運営準

備業務 

・契約の相手方  途上国支援対象タイプ C 共同館 CE館（仮称）共同事業体 

・契約金額    １，２７８，２００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月２８日 

・契約期間    ２０２４年６月２８日～２０２５年３月３１日 

 

（54）2024年度途上国支援対象タイプ C共同館 CS-1館（仮称）の展示内外装施工及び運営

準備業務 

・契約の相手方  途上国支援対象タイプ C 共同館 CS-1館（仮称）共同事業体 

・契約金額    １，１２８，６００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年６月２８日 

・契約期間    ２０２４年６月２８日～２０２５年３月３１日 

 

（55）２０２５年日本国際博覧会 夢洲第１交通ターミナル運行情報サイネージ等管理シス 

テムサービス提供業務（システム開発）(変更契約) 

・契約の相手方  東京センチュリー・パナソニックコネクト・WillSmart・都築電気コン

ソーシアム 

・契約金額    ６５６，９６５，１２４円（税込） 

・変更金額（増額）１７５，６９０，４７１円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月１日 

・契約期間    ２０２３年１２月２８日～２０２５年１２月３１日 

 

（56）２０２５年日本国際博覧会会場で使用するカーボンニュートラルガス調達業務（単価 

契約） 

・契約の相手方  大阪瓦斯株式会社 

・契約金額    １６８，０９６，４７０円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月８日 

・契約期間    ２０２４年９月１日～２０２５年１２月３１日 

 

（57）２０２５年日本国際博覧会 夢洲地区交通ターミナル等整備工事(変更契約) 

・契約の相手方  大成ロテック㈱・昭和㈱グループ 

・契約金額    ２，７１６，０８７，０００円（税込） 

・変更金額（増額）２２５，１３７，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月１６日 

・契約期間    ２０２３年８月３日～２０２６年３月１９日 

 

（58）２０２５年日本国際博覧会 ゲート前後・バックヤードサイン制作・設置等業務 

・契約の相手方  ＴＯＰＰＡＮ株式会社 

・契約金額    ２０７，９００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月１９日 

・契約期間    ２０２４年７月１９日～２０２５年１１月３０日 

 

（59）国旗等の製作及び運営業務 
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・契約の相手方  株式会社アテナ 

・契約金額    １３４，０６０，２８９円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月２５日 

・契約期間    ２０２４年７月２５日～２０２５年１０月１７日 

 

（60）ＯＯＨ等による入場チケット広報・プロモーション業務（2024年度）契約 

・契約の相手方  J コミ・jeki・JTA共同企業体 

・契約金額    ２２４，９３８，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月２６日 

・契約期間    ２０２４年７月２６日～２０２５年３月３１日 

 

（61）２０２５年日本国際博覧会 夢洲地区交通ターミナル及び舞洲地区会場外駐車場等 

建築物の賃貸借(変更契約) 

・契約の相手方  大和リース株式会社 

・契約金額    １，８５５，３７０，０００円（税込） 

・変更金額（増額）３８６，８７０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月２９日 

・契約期間    ２０２３年１１月１０日～２０２６年１月３１日 

 
（62）２０２５年日本国際博覧会 大屋根リング屋上緑化維持管理等業務 

・契約の相手方  大和リース株式会社 

・契約金額    ４２９，０００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月２９日 

・契約期間    ２０２４年７月２９日～２０２５年１１月２８日 

 

（63）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業 PW南東工区（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  清水・東急・村本・青木あすなろ共同企業体 

・契約金額    ２５，７０６，７３６，０００円（税込） 

・変更金額（増額）２，０４２，９０６，８００円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月３１日 

・契約期間    ２０２３年４月１９日～２０２５年２月２８日 

 

（64）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業テーマ館「いのちを高める」中島 P（付属

工事） 

・契約の相手方  フジタ・デザインアーク特定建設共同企業体（代表構成員：株式会社フ

ジタ大阪支店） 

・契約金額    ３２９，６７０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月３１日 

・契約期間    ２０２４年８月１日～２０２５年２月２８日 

 

（65）情報通信インフラ整備業務(基本契約）（変更契約) 

・契約の相手方  エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 

・契約金額    ２，９５１，５３４，９０５円（税込） 

・変更金額（増額）２４２，７８７，４７９円（税込） 

・契約日     ２０２４年７月３１日 

・契約期間    ２０２３年２月２日～２０２６年３月３１日 

 

（66）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業サイン工事 
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・契約の相手方  株式会社ノムラアークス 

・契約金額    ３６２，７２１，３４４円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月１日 

・契約期間    ２０２４年８月１日～２０２５年４月１０日 

 

（67）会場内（①東エリア、北エリア及び南東エリア）清掃業務 

・契約の相手方  2025年日本国際博覧会 会場内清掃共同企業体 

・契約金額    １，０７６，３３５，２２９円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月１日 

・契約期間    ２０２４年８月１日～２０２５年１０月３１日 

 

（68）会場内（②西エリア及び南エリア）清掃業務 

・契約の相手方  2025年日本国際博覧会 会場内清掃共同企業体 

・契約金額    ８０８，０７４，２３７円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月１日 

・契約期間    ２０２４年８月１日～２０２５年１０月３１日 

 

（69）2025 年日本国際博覧会 未来社会ショーケース事業 フューチャーライフ万博「未来

の都市」共通展示等工事（展示等工事） 

・契約の相手方  株式会社日展 

・契約金額    ５５６，７８９，２００円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月６日 

・契約期間    ２０２４年８月６日～２０２５年１２月３１日 

 

（70）２０２５年日本国際博覧会 会場外駐車場周辺道路等改良工事 

・契約の相手方  株式会社ＮＩＰＰＯ関西支店 

・契約金額    １５２，５０４，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月８日 

・契約期間    ２０２４年８月８日～２０２６年２月２７日 

 

（71）２０２５年日本国際博覧会 サイバーセキュリティ運用業務 

・契約の相手方  日本サイバーディフェンス株式会社 

・契約金額    １０７，８００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月８日 

・契約期間    ２０２４年８月８日～２０２５年１２月３１日 

 

（72）２０２５ 年日本国際博覧会 タイプＣ共同館(国際機関共同館・ＣＳ２館)共用部等整

備業務 

・契約の相手方  博報堂プロダクツ・日展共同企業体（代表構成員：株式会社博報堂プロ

ダクツ） 

・契約金額    １３３，８３８，１００円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月１４日 

・契約期間    ２０２４年８月１４日～２０２５年１１月３０日 

 

（73）途上国支援 PR施策 

・契約の相手方  途上国支援対象国の PR施策業務共同事業体 

・契約金額    ７０４，２７４，１２０円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月２０日 
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・契約期間    ２０２４年８月２０日～２０２５年３月３１日 

 

（74）大阪・関西万博の入場チケット販売促進等のための広報・プロモーション業務 

・契約の相手方  大阪・関西万博の入場チケット販売促進等のための広報・プロモーショ

ン業務 EXPO2025共同企業体（代表構成員：株式会社電通） 

・契約金額    １，０５１，６００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月２３日 

・契約期間    ２０２４年８月２３日～２０２５年１０月３１日 

 

（75）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業（PW北東工区）A４８パビリオン（建設工事）

変更契約（１回目）(変更契約) 

・契約の相手方  大林組・大鉄工業・ＴＳＵＣＨＩＹＡ共同企業体・株式会社安井建築設

計事務所 

・契約金額    ６０６，７５７，８０３円（税込） 

・変更金額（増額）１９１，９４７，８０３円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月２６日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２４年１１月３０日 

 
（76）２０２５年日本国際博覧会 電気供給施設運用等委託業務（変更契約③） 

・契約の相手方  関西電力送配電株式会社 株式会社きんでん 株式会社ダイヘン電力

供給グループ 

・契約金額    ８，９３７，８５８，０４６円（税込） 

・契約金額    １２５，９７３，６４６円（税込） 

・契約日     ２０２４年８月３０日 

・契約期間    ２０２２年９月７日～２０２６年１２月３１日 

 

（77）「静けさの森インスタレーション」における運営支援業務及び総合監理・製作業務 

（Ｂ：運営支援及び総合監理業務及び製作業務） 

・契約の相手方  静けさの森インスタレーションパートナーズ共同企業体（代表構成員：

株式会社博報堂プロダクツ） 

・契約金額    ４１３，６００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月１日 

・契約期間    ２０２４年９月１日～２０２６年１月３１日 

 

（78）途上国支援対象タイプ B館運営準備業務 

・契約の相手方  途上国支援対象タイプ B館運営準備業務共同企業体（代表構成員：株式

会社 ADKマーケティング・ソリューションズ） 

・契約金額    １３４，８６０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月１０日 

・契約期間    ２０２４年９月１０日～２０２５年３月３１日 

 

（79）メディアセンター関連業務（整備業務） 
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・契約の相手方  メディアセンター関連業務（代表者：株式会社電通）共同企業体（代表

構成員：株式会社電通） 

・契約金額    １８０，９６３，０４７円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月１１日 

・契約期間    ２０２４年９月１１日～２０２６年１月３０日 

 

（80）メディアセンター関連業務（運営業務） 

・契約の相手方  メディアセンター関連業務（代表者：株式会社電通）共同企業体（代表

構成員：株式会社電通）  

・契約金額    １，３５１，２２４，４０７円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月１１日 

・契約期間    ２０２４年９月１１日～２０２６年１月３０日 

 

（81）２０２５年日本国際博覧会舞洲会場外（パーク＆ライド）駐車場 シャトルバス運行

業務委託(変更契約) 

・契約の相手方  大阪市高速電気軌道株式会社 

・契約金額    ２，４９３，８７９，９６０円（税込） 

・変更金額（増額）５１４，７０８，０４０円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月１２日 

・契約期間    ２０２３年１１月１３日～２０２５年１０月３１日 

 

（82）２０２５年日本国際博覧会公式参加者の内装監理支援業務 

・契約の相手方  株式会社大広 

・契約金額    １６８，９４１，３００円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月１２日 

・契約期間    ２０２４年９月１２日～２０２５年１２月３１日 

 

（83）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業ＰＷ北東工区（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  大林組･大鉄工業･TSUCHIYA共同企業体･株式会社安井建築設計事務所 

・契約金額    ３０,７８７,３９８,４００円（税込） 

・変更金額（増額）９３５，９５１，５００円（税込） 

・契約日     ２０２５年９月１２日 

・契約期間    ２０２３年４月２１日～２０２５年２月２８日 

 

（84）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業 テーマ館「いのちを守る」河瀬Ｐ（建設 

工事）(変更契約) 
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・契約の相手方  村本建設・ＳＵＯ・平岩構造・総合設備グループ 

・契約金額    １，２６６，８２５，０００円（税込） 

・変更金額（増額）９０３，１７１，６００円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月１２日 

・契約期間    ２０２３年１２月８日～２０２４年１２月２８日 

 

（85）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業ＧＷ工区（建設工事）(変更契約) 

・契約の相手方  鹿島建設・飛島建設共同企業体 

・契約金額    １３，５３７，８７３，８１９円（税込） 

・変更金額（増額）１４６，０１４，４０５円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月１９日 

・契約期間    ２０２３年７月３１日～２０２５年２月２８日 

 

（86）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業ＧＷ工区（解体撤去）(変更契約) 

・契約の相手方  鹿島建設・飛島建設共同企業体 

・契約金額    ７６６，０８９，２６７円（税込） 

・変更金額（増額）１１６，３６５，７９３円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月１９日 

・契約期間    ２０２５年１０月２０日～２０２７年２月２８日 

 

（87）２０２５年日本国際博覧会 一般廃棄物収集運搬業務（概算契約） 

・契約の相手方  大阪市清掃連合協同組合 

・契約金額    １７１，７７１，８２０円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月２０日 

・契約期間    ２０２４年９月２０日～２０２５年１０月３１日 

 

（88）２０２５年日本国際博覧会会場で使用する非化石電気調達業務（2025 年度）（単価契

約） 

・契約の相手方  関西電力株式会社 

・契約金額    １，１５７，３６３，４４２円（税込） 

・契約日(覚書締結)２０２４年９月２５日 

・契約期間    ２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日 

 

（89）２０２５年日本国際博覧会静けさの森北西営業施設インフラ及び舗装整備等工事 

（インフラ工事） 

・契約の相手方  株式会社オノコム 
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・契約金額    １１４，４００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月２７日 

・契約期間    ２０２４年９月２７日～２０２５年３月２０日 

 

（90）ICT-PF構築における 2024年 10月～2025年 3月の外部人員の派遣契約 

・契約の相手方  アクセンチュア株式会社 

・契約金額    １３６，２０４，２００円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月３０日 

・契約期間    ２０２４年１０月１日～２０２５年３月３１日 

 

（91）２０２５年日本国際博覧会 サステナドーム実施製作・運営管理業務（C 工事及び展

示業務） 

・契約の相手方  大日本印刷株式会社 

・契約金額    １１８，８００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月３０日 

・契約期間    ２０２４年１０月１日～２０２６年３月３１日 

 

（92）協会事務室使用に係る府有財産貸付契約 

・契約の相手方  大阪府 

・契約金額    １１３，８９３，４４０円（税込） 

・契約日     ２０２４年９月３０日 

・契約期間    ２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日 

 

（93）大阪・関西万博メディアプラン業務契約 

・契約の相手方  株式会社電通 

・契約金額    ５９９，９８１，００３円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月２日 

・契約期間    ２０２４年１０月２日～２０２５年７月３１日 

 

（94）２０２５年日本国際博覧会 備蓄品調達回収業務 

・契約の相手方  株式会社ミヨシ 

・契約金額    ２１１，０９８，１１０円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月４日 

・契約期間    ２０２４年１０月４日～２０２６年３月３１日 

 

（95）２０２５年日本国際博覧会 主催者催事（One World,One Planet）に関わる実施計画
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策定及び管理運営業務（①実施計画作成業務） 

・契約の相手方  株式会社博報堂プロダクツ関西支社 

・契約金額    １１２，４２０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月４日 

・契約期間    ２０２４年１０月４日～２０２４年１１月１３日 

 

（96）２０２５年日本国際博覧会 テーマウィークスタジオ内装工事 

・契約の相手方  ＴＯＰＰＡＮ株式会社 

・契約金額    １８１，５００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月１５日 

・契約期間    ２０２４年１０月１５日～２０２５年１２月２８日 

 

（97）２０２５年日本国際博覧会 救護隊運用業務 

・契約の相手方  株式会社メディカル・コンシェルジュ 

・契約金額    １０４，０８０，６７４円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月１６日 

・契約期間    ２０２４年１０月１６日～２０２５年１１月１３日 

 

 

（98）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業ＧＷ工区（建設工事）(変更契約) 

・契約の相手方  鹿島建設・飛島建設共同企業体 

・契約金額    １５，４８５，８０９，６９９円（税込） 

・変更金額（増額）１，９４７，９３５，８８０円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月１７日 

・契約期間    ２０２３年７月３１日～２０２５年２月２８日 

 

（99）タイプ C共同館（コモンズ-E・コモンズ-F）共用部のパビリオン内外装等整備、管理 

・契約の相手方  博報堂プロダクツ・日展共同企業体（代表者構成員：株式会社博報堂プ

ロダクツ） 

・契約金額    １９５，０８２，４４８円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月１７日 

・契約期間    ２０２４年１０月１７日～２０２５年１１月３０日 

 

（100）２０２５年日本国際博覧会 宅配便セキュリティセンター（会場外施設）運営業務 

・契約の相手方  日本通運株式会社 

・契約金額    １１６，１３３，３２２円（税込） 
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・契約日     ２０２４年１０月２２日 

・契約期間    ２０２５年３月１日～２０２５年１０月３１日 

 

（101）２０２５年日本国際博覧会 来場者サービス実施計画策定・実施運営業務委託 

（変更契約） 

・契約の相手方  ＴＳＰ太陽・ＴＯＰＰＡＮ共同企業体 

・契約金額    ６，２９０，３８５，００８円（税込） 

・変更金額（増額）４４０，１１１，１０７円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月２２日 

・契約期間    ２０２４年１月９日～２０２５年１２月２２日 

 

（102）２０２５年日本国際博覧会入場券販売関連システムサービス提供業務委託（変更契

約） 

・契約の相手方  ぴあ・ＧＦ・ＪＣＤ共同企業体 

・契約金額    ３，８９５，８５１，６００円（税込） 

・変更金額（増額）７６８，８９６，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月２２日 

・契約期間    ２０２２年５月２０日～２０２５年１２月３１日 

 

（103）２０２５年日本国際博覧会 舞洲地区会場外駐車場整備工事（その２）(変更契約) 

・契約の相手方  大成ロテック株式会社・昭和株式会社グループ 

・契約金額    ９１１，６１４，０００円（税込） 

・変更金額（増額）３４５，１１４，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月２２日 

・契約期間    ２０２３年８月３日～２０２６年３月１９日 

 

（104）２０２５年日本国際博覧会 団体休憩所設置工事等業務（建設工事・計画策定等業務・

設備什器等設置・維持管理業務・解体撤去工事） 

・契約の相手方  ＴＳＰ太陽株式会社 

・契約金額    ５８２，２４１，４４０円（税込） 

・契約日     ２０２４年１０月３０日 

・契約期間    ２０２４年１０月３０日～２０２５年 11月１３日 

 

（105）２０２５年日本国際博覧会 開会式並びに主催者催事（Physical Twin Symphony）の

実施計画作成及び運営業務 

・契約の相手方  株式会社電通・株式会社電通ライブ・株式会社 NHKエンタープライズ共
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同企業体（代表構成員：株式会社電通ライブ） 

・契約金額    ８８６，６２０，９００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月１日 

・契約期間    ２０２４年１１月１日～２０２５年５月３０日 

 

（106）２０２５年日本国際博覧会夢洲地区交通ターミナル及び舞洲地区会場外駐車場等建

築物の賃貸借(変更契約） 

・契約の相手方  大和リース株式会社 

・契約金額    ２，０８１，５３０，０００円（税込） 

・変更金額（増額）２２６，１６０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月１１日 

・契約期間    ２０２３年１１月１０日～２０２６年１月３１日 

 

（107）物品調達「大型パラソルのレンタル」（その２） 

・契約の相手方  コーユーレンティア株式会社 

・契約金額    １０４，１７０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月１２日 

・契約期間    ２０２４年１１月１２日～２０２５年１０月３１日 

 

（108）令和 5年度２０２５年日本国際博覧会「日本政府館」展示実施設計・運営実施計画 

等業務（変更契約） 

・契約の相手方  日本館展示等コンソーシアム 

・契約金額    １，７７６，８９３，９９５円（税込） 

・変更金額（増額）２４３，１８５，９９５円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月１５日 

・契約期間    ２０２４年３月２９日～２０２５年３月３１日 

 

（109）２０２５年日本国際博覧会 休憩/催事施設 内外装設備工事等及び運営管理業務 

（基本契約） 

・契約の相手方  株式会社博報堂プロダクツ関西支社 

・契約金額    ９９３，０５８，３５６円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月１５日 

・契約期間    ２０２４年１１月１５日～２０２５年１２月３１日 

 

（110）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業ＰＷ南東工区（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  清水・東急・村本・青木あすなろ共同企業体 
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・契約金額    ２５，９９８，０２１，５００円（税込） 

・変更金額（増額）１９２，２４５，９００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月１５日 

・契約期間    ２０２３年４月１９日～２０２５年２月２８日 

 

（111）２０２５年日本国際博覧会 休憩/催事施設 内外装設備工事等及び運営管理業務（Ｅ

グループ）（管轄施設の内外装設備工事等業務） 

・契約の相手方  株式会社博報堂プロダクツ 関西支社 

・契約金額    ６０７，６２４，９５６円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月２１日 

・契約期間    ２０２４年１１月２１日～２０２５年１２月３１日 

 

（112）２０２５年日本国際博覧会 主催者催事（One World,One Planet）に関わる実施設計 

策定及び管理運営業務（②管理運営業務） 

・契約の相手方  株式会社博報堂プロダクツ関西支社 

・契約金額    ２３７，５６１，５００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月２２日 

・契約期間    ２０２４年１１月２２日～２０２５年１０月３１日 

 

（113）テーマ事業「いのちの輝きプロジェクト」ユニット１『いのちを知る』『いのちを育

む』実施製作統括管理業務 2024年度委託料（変更①） 

・契約の相手方  株式会社博報堂 

・契約金額    １，４７６，１２３，２００円（税込） 

・変更金額（増額）１０３，４４４，４７０円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月２２日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（114）テーマ事業「いのちの輝きプロジェクト」ユニット３『いのちを拡げる』『いのちを

響き合わせる』実施製作統括管理業務 2025年度委託料（変更契約） 

・契約の相手方  株式会社電通・株式会社電通ライブ共同企業体 

・契約金額    ２，１９５，３１３，０５１円（税込） 

・変更金額（増額）１２５，２０４，９５６円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月２２日 

・契約期間    ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

 

（115）２０２５年日本国際博覧会 改札室実施計画策定・実施運営業務委託 
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・契約の相手方  株式会社ステージ 

・契約金額    １８５，８８９，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月２５日 

・契約期間    ２０２４年１１月２５日～２０２５年１０月３１日 

 

（116）２０２５年日本国際博覧会 スクリーニング機器賃貸借（変更契約） 

・契約の相手方  綜合警備保障株式会社 

・契約金額    １，０５１，８２４，７３０円（税込） 

・変更金額（増額）２４４，４４２，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月２６日 

・契約期間    ２０２４年５月２０日～２０２５年１１月３０日 

 

（117）バーチャル万博コンテンツ制作・運営管理業務 

・契約の相手方  株式会社 JTBコミュニケーションデザイン 

・契約金額    ４４１，６７２，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月２７日 

・契約期間    ２０２４年１１月２７日～２０２５年１２月３１日 

 

（118）２０２５ 年日本国際博覧会 関係者入場証発行・入退場管理システム構築等業務 

（入退場管理システム構築業務）(変更契約) 

・契約の相手方  大日本印刷株式会社・パナソニック コネクト株式会社コンソーシアム 

・契約金額    ６４７，９３１，９８８円（税込） 

・変更金額（増額）１２３，９１１，３４８円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月２９日 

・契約期間    ２０２３年１０月２３日～２０２５年１２月３１日 

 

（119）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業 PW西工区（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  竹中工務店・南海辰村建設・竹中土木共同企業体・株式会社昭和設計 

・契約金額    ２９，５２４，８９３，７００円（税込） 

・変更金額（増額）１，１１９，７１４，７００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１１月２９日 

・契約期間    ２０２３年４月１８日～２０２５年２月２８日 

 

（120）２０２５年日本国際博覧会 EXPOサロン内装工事及び運営管理業務 

（EXPOサロンの空間計画及び内装設備工事等業務） 

・契約の相手方  ＴＯＰＰＡＮ・コンベンションリンケージ共同企業体 
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・契約金額    １８９，２７１，９７２円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月３日 

・契約期間    ２０２４年１２月３日～２０２５年１２月１３日 

 

（121）２０２５年日本国際博覧会 ゲート前チケット引換所実施計画策定・実施運営業務 

・契約の相手方  株式会社ステージ 

・契約金額    ２６７，８０７，７６０円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月６日 

・契約期間    ２０２４年１２月６日～２０２５年１０月３１日 

 

（122）２０２５年日本国際博覧会尼崎地区会場外駐車場整備工事(変更契約) 

・契約の相手方  大成ロテック㈱・扇コンサルタンツ㈱グループ 

・契約金額    ８２９，２９０，０００円（税込） 

・変更金額（増額）１６２，３６０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月６日 

・契約期間    ２０２３年８月３日～２０２６年３月１９日 

 

（123）２０２５年日本国際博覧会スマートモビリティ万博「会場内パーソナルモビリティ」

運営に係る日施計画策定、運営実施業務 

・契約の相手方  ＴＳＰ太陽株式会社 

・契約金額    ２５９，８５８，６０７円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月１１日 

・契約期間    ２０２４年１２月１１日～２０２５年１２月３１日 

 

（124）２０２５年日本国際博覧会 催事施設（屋外イベント広場）運営管理業務（Ｃグルー

プ）運営体制構築等業務 個別契約（変更契約） 

・契約の相手方  博報堂プロダクツ・ＴＯＰＰＡＮ共同企業体 

・契約金額    ２２１，２３６，９０７円（税込） 

・変更金額（増額）１２１，４１１，９０７円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月１１日 

・契約期間    ２０２４年１月１６日～２０２５年１１月３０日 

 

（125）大阪・関西万博メディアプラン業務契約（変更契約） 

・契約の相手方  株式会社電通 

・契約金額    １，１７８，５８１，００３円（税込） 

・変更金額（増額）５７８，６００，０００円（税込） 
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・契約日     ２０２４年１２月１６日 

・契約期間    ２０２４年１０月２日～２０２５年７月３１日 

 

（126）子ども向け案内サイン制作・設置等業務 

・契約の相手方  大日本印刷株式会社 

・契約金額    ２０２，４００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月１８日 

・契約期間    ２０２４年１２月１８日～２０２５年１２月３１日 

 

（127）２０２５年日本国際博覧会来場者輸送に係る交通運営本部体制運営業務委託(変更

契約) 

・契約の相手方  東武トップツアーズ 阪急交通社共同企業体 

・契約金額    １，５９３，７０２，５８９円（税込） 

・変更金額（増額）５２８，２３２，３７４円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月２０日 

・契約期間    ２０２４年２月６日～２０２５年１０月３１日 

 

（128）大阪・関西万博の入場チケット販売促進等のための広報・プロモーション業務(変更

契約) 

・契約の相手方  大阪・関西万博の入場チケット販売促進等のための広報・プロモーショ

ン業務 EXPO2025共同企業体（代表構成員：株式会社電通） 

・契約金額    １，３９２，６００，０００円（税込） 

・変更金額（増額）３４１，０００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月２０日 

・契約期間    ２０２４年８月２３日～２０２５年１０月３１日 

 

（129）２０２５年日本国際博覧会 警備隊資材等賃貸借（その２） 

・契約の相手方  株式会社デザインアーク 大阪本店 

・契約金額    １２０，４５０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月２３日 

・契約期間    ２０２４年１２月２３日～２０２５年１１月３０日 

 

（130）２０２５年日本国際博覧会万博 ICT-PFサービス提供業務委託（変更契約） 

・契約の相手方  エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 

・契約金額    ３，３５９，３３２，４２１円（税込） 

・変更金額（増額）１７７，３２０，０００円（税込） 
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・契約日     ２０２４年１２月２４日 

・契約期間    ２０２２年１１月２２日～２０２５年１２月３１日 

 

（131）２０２５年日本国際博覧会夢洲地区交通ターミナル及び舞洲地区会場外駐車場等建 

築物の賃貸借 

・契約の相手方  大和リース株式会社 

・契約金額    ２，４０６，５８０，０００円（税込） 

・変更金額（増額）３２５，０５０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月２４日 

・契約期間    ２０２３年１１月１０日～２０２６年１月３１日 

 

（132）２０２５年日本国際博覧会廃棄物収集運搬業務委託（段ボール・その他産業廃棄物） 

（概算契約） 

・契約の相手方  日本通運株式会社 

・契約金額    ９６３，１１１，６００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月２５日 

・契約期間    ２０２４年１２月２５日～２０２５年１０月３１日 

 

（133）２０２５年日本国際博覧会夢洲地区交通ターミナル等整備工事(変更契約) 

・契約の相手方  大成ロテック㈱・昭和㈱グループ 

・契約金額    ３，４９１，８０７，０００円（税込） 

・変更金額（増額）７７５，７２０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月２５日 

・契約期間    ２０２３年８月３日～２０２６年３月１９日 

 

（134）２０２５年日本国際博覧会尼崎会場外(パーク＆ライド)駐車場シャトルバス運行業

務(変更契約) 

・契約の相手方  東武トップツアーズ 阪急交通社共同企業体 

・契約金額    ３，５２０，７６３，４００円（税込） 

・変更金額（増額）１，０２２，４６５，４００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月２６日 

・契約期間    ２０２３年９月１４日～２０２５年１０月３１日 

 

（135）２０２５年日本国際博覧会堺会場外（パーク＆ライド）駐車場シャトルバス運行業

務(変更契約) 

・契約の相手方  東武トップツアーズ 阪急交通社共同企業体 
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・契約金額    ２，８３５，４８９，１８４円（税込） 

・変更金額（増額）５７１，８７８，３８４円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月２６日 

・契約期間    ２０２３年９月１４日～２０２５年１０月３１日 

 

（136）２０２５年日本国際博覧会 主催者催事（One World,One Planet）に係る実施設計策

定及び管理運営業務（②管理運営業務） (変更契約) 

・契約の相手方  株式会社博報堂プロダクツ関西支社 

・契約金額    ５８０，０３０，０００円（税込） 

・変更金額（増額）３４２，４６８，５００円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月２７日 

・契約期間    ２０２４年１１月２２日～２０２５年１０月３１日 

 

（137）物品購買「屋外ファニチャーの購入」(変更契約) 

・契約の相手方  株式会社コトブキ 

・契約金額    ５８５，０７１，７４０円（税込） 

・変更金額（増額）１２５，４３１，２４０円（税込） 

・契約日     ２０２４年１２月２７日 

・契約期間    ２０２４年５月１６日～２０２５年５月３０日 

 

（138）２０２５年日本国際博覧会マルビル大阪・関西万博バスターミナルの運営に関する

業務委託 

・契約の相手方  東武トップツアーズ 阪急交通社 共同企業体（代表構成員：東武トップ

ツアーズ株式会社） 

・契約金額    １９３，５７７，７６９円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月７日 

・契約期間    ２０２５年１月７日～２０２５年１０月３１日 

 

（139）２０２５年日本国際博覧会 催事施設用備品賃貸借 

・契約の相手方  コーユーレンティア株式会社 

・契約金額    １３５，３００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月８日 

・契約期間    ２０２５年１月８日～２０２５年１１月２８日 

 

（140）２０２５年日本国際博覧会 来場者サービス実施計画策定・実施運営業務委託 

（変更契約） 
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・契約の相手方  ＴＳＰ太陽・ＴＯＰＰＡＮ共同企業体 

・契約金額    ６，６４５，９０８，３５２円（税込） 

・変更金額（増額）３５５，５２３，３４４円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月１０日 

・契約期間    ２０２４年１月９日～２０２５年１２月２２日 

 

（141）2025年日本国際博覧会 ゲート前後・バックヤードサイン制作・設置等業務 

（変更契約） 

・契約の相手方  ＴＯＰＰＡＮ株式会社 

・契約金額    ４０７，０９７，６８０円（税込） 

・変更金額（増額）１９９，１９７，６８０円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月１０日 

・契約期間    ２０２４年７月１９日～２０２５年１１月３０日 

 

（142）２０２５年日本国際博覧会 全催事施設統括管理業務及び催事施設（大催事・小催事・

小規模ステージ）運営管理業務（Aグループ）（運営体制構築等業務）（変更契約） 

・契約の相手方  ㈱電通ライブ・㈱JTBコミュニケーションデザイン共同企業体 

・契約金額    ６０８，８７９，０２４円（税込） 

・変更金額（増額）１２２，０９６，０２４円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月１０日 

・契約期間    ２０２４年２月１日～２０２５年１１月３０日 

 

（143）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業ＰＷ西工区（工事請負）（変更契約） 

・契約の相手方  竹中工務店・南海辰村建設・竹中土木共同企業体・株式会社昭和設計 

・契約金額    ３０，１３１，９８３，７００円（税込） 

・変更金額（増額）６０７，０９０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月１７日 

・契約期間    ２０２３年４月１８日～２０２５年２月２８日 

 

（144）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業 テーマ館「いのちを守る」河瀬Ｐ（建設工

事）(変更契約) 

・契約の相手方  村本建設・ＳＵＯ・平岩構造・総合設備グループ 

・契約金額    １，３８９，５８５，０００円（税込） 

・変更金額（増額）１２２，７６０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月２１日 

・契約期間    ２０２３年１２月８日～２０２５年４月１０日 
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（145）タイプ C共同館(国際機関館・コモンズ-C・コモンズ-E・コモンズ-F) 運営管理業務 

・契約の相手方  タイプ C共同館運営管理業務共同企業体（代表構成員：株式会社大広） 

・契約金額    ２８１，４７７，０２４円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月２１日 

・契約期間    ２０２５年１月２１日～２０２５年１１月３０日 

 

（146）会場外施設等で使用する電気受給契約サービス  

・契約の相手方  ミツウロコグリーンエネルギー株式会社 

・契約金額    １１６，１４２，０５２円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月２２日 

・契約期間    ２０２５年１月２２日～２０２５年１０月３１日 

 

（147）２０２５年日本国際博覧会施設整備事業ＰＷ北東工区（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  大林組･大鉄工業･TSUCHIYA共同企業体･株式会社安井建築設計事務所 

・契約金額    ３２，０３５，９８３，１００円（税込） 

・変更金額（増額）９９９，００６，８００円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月２２日 

・契約期間    ２０２３年４月２１日～２０２５年２月２８日 

 

（148）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業 大催事場（建設工事）（変更契約） 

・契約の相手方  大成建設株式会社・株式会社昭和設計 

・契約金額    ８，４４５，３９１，１００円（税込） 

・変更金額（増額）２２５，６１０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月２４日 

・契約期間    ２０２３年１２月１日～２０２５年２月２８日 

 

（149）大阪市営住宅にかかる賃貸借契約 

・契約の相手方  大阪市 

・契約金額    １８６，９５０，７００円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月２９日 

・契約期間    ２０２５年２月１日～２０２５年１１月３０日 

 

（150）2025年日本国際博覧会 スクリーニング機器賃貸借（変更契約） 

・契約の相手方  綜合警備保障株式会社 

・契約金額    １，１７０，３９５，９３０円（税込） 
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・変更金額（増額）１１８，５７１，２００円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月３０日 

・契約期間    ２０２４年５月２０日～２０２５年１１月３０日 

 

（151）2025年日本国際博覧会 施設整備事業 小催事場（建設工事）(変更契約) 

・契約の相手方  鴻池・安井・平田晃久グループ 

・契約金額    ４，６０５，５３３，８９０円（税込） 

・変更金額（増額）３２６，３４９，１００円（税込） 

・契約日     ２０２５年１月３１日 

・契約期間    ２０２３年１０月１６日～２０２５年３月７日 

 

（152）２０２５年日本国際博覧会 会場外駐車場及びバスターミナル入退場予約・決済シス

テムサービス 業務Ａ(変更契約) 

・契約の相手方  タイムズ共同企業体 

・契約金額    ７２５，５７５，０００円（税込） 

・変更金額（増額）１０５，６００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月７日 

・契約期間    ２０２４年７月２２日～２０２５年３月３１日 

 

（153）ＩＣＴシステム運用保守支援業務 

・契約の相手方  株式会社ＣＳＣ 

・契約金額    １０４，７２０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月１０日 

・契約期間    ２０２５年２月１７日～２０２５年１０月３１日 

 

（154）令和５年度補正大阪・関西万博安全確保事業(変更契約)（受託契約） 

・契約の相手方  経済産業省 

・契約金額    ２５，４５７，６９４，９２０円（税込） 

・変更金額（増額）５，５４８，７８６，９２１円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月１３日 

・契約期間    ２０２４年１月２２日～２０２６年１月３０日 

 

（155）２０２５年日本国際博覧会 BE8 施設「ロボット＆モビリティステーション」内外装 

設備工事等業務 

・契約の相手方  株式会社電通ライブ 

・契約金額    １０３，４６２，８６５円（税込） 
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・契約日     ２０２５年２月１４日 

・契約期間    ２０２５年２月１４日～２０２５年１２月３１日 

 

（156）２０２５年日本国際博覧会 施設警備実施業務（変更契約） 

・契約の相手方  綜合警備保障株式会社 

・契約金額    ６，８６９，４５０，４３１円（税込） 

・変更金額（増額）２，５２４，４５０，４３１円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月１４日 

・契約期間    ２０２４年２月１日～２０２５年１１月３０日 

 

（157）２０２５年日本国際博覧会 Signature Music Fes（仮称）イベント企画・運営業務 

・契約の相手方  ぴあ株式会社 

・契約金額    １４８，５６６，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月１７日 

・契約期間    ２０２５年２月１７日～２０２５年８月３１日 

 

 

（158）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業 PW北東工区（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  大林組・大鉄工業･TSUCHIYA共同企業体･株式会社安井建築設計事務所 

・契約金額    ３２，６０６，１４３，９００円（税込） 

・変更金額（増額）５１１，９１２，５００円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月２１日 

・契約期間    ２０２３年４月２１日～２０２５年３月３１日 

 

（159）２０２５年日本国際博覧会 車両管理運用業務 

・契約の相手方  日本通運株式会社 

・契約金額    ３８８，３１０，０５９円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月２１日 

・契約期間    ２０２５年２月２１日～２０２５年１０月３１日 

 

（160）｢アート万博静けさの森インスタレーション｣トマス・サラセーノ アート制作･監理

業務 

・契約の相手方  Ｓｔｕｄｉｏ Ｔｏｍａｓ Ｓａｒａｃｅｎｏ ＧｍｂＨ 

・契約金額    １２６，７５０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月２５日 

・契約期間    ２０２５年２月２５日～２０２５年１１月１５日 
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（161）２０２５年日本国際博覧会 舞洲地区会場外駐車場等警備業務（その２）（変更契約） 

・契約の相手方  テイケイ株式会社 

・契約金額    ６５１，４８６，０００円（税込） 

・変更金額（増額）１１１，２６９，４００円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月２６日 

・契約期間    ２０２４年１月９日～２０２５年１１月３０日 

 

（162）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業 静けさの森工区（建設工事）(変更契約) 

・契約の相手方  ジェイロジック・旭工建共同企業体 

・契約金額    １，６７６，１５５，８００円（税込） 

・変更金額（増額）１８８，９５５，８００円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月２７日 

・契約期間    ２０２３年８月１０日～２０２５年３月２８日 

 

（163）大阪・関西万博の入場チケット販売促進等のための広報・プロモーション業務（変

更契約） 

・契約の相手方  大阪・関西万博の入場チケット販売促進等のための広報・プロモーショ

ン業務 EXPO2025共同企業体（代表構成員：株式会社電通） 

・契約金額    １，７２７，６００，００円（税込） 

・変更金額（増額）３３５，０００，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月２７日 

・契約期間    ２０２４年８月２３日～２０２５年１０月３１日 

 

（164）２０２５年日本国際博覧会 会期直前における会場警備実施業務 

・契約の相手方  東洋テック株式会社 

・契約金額    １８３，６９４，５００円（税込） 

・契約日     ２０２５年２月２８日 

・契約期間    ２０２５年２月２８日～２０２５年４月１２日 

 

（165）２０２５年日本国際博覧会公式記録集および公式記録写真集制作等業務 

・契約の相手方  大日本印刷株式会社 

・契約金額    １４３，７３７，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月１日 

・契約期間    ２０２５年３月１日～２０２６年６月３０日 
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（166）大阪・関西万博メディアプラン業務（変更契約） 

・契約の相手方  株式会社電通 

・契約金額    １，５７８，５７４，００３円（税込） 

・変更金額（増額）３９９，９９３，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月３日 

・契約期間    ２０２４年１０月２日～２０２５年７月３１日 

 

（167）２０２５年日本国際博覧会 夢洲身障者駐車場等警備業務(変更契約) 

・契約の相手方  2025年日本国際博覧会 夢洲身障者駐車場警備共同企業体 

・契約金額    １，２５０，８９８，０００円（税込） 

・変更金額（増額）１６６，２９８，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月３日 

・契約期間    ２０２４年１月９日～２０２５年１１月３０日 

 

（168）２０２５年日本国際博覧会「大地球儀」内外装工事及び運営管理業務 

・契約の相手方  株式会社ＡＤＫマーケティング・ソリューションズ 

・契約金額    １３６，９２９，１００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月４日 

・契約期間    ２０２５年３月４日～２０２５年１２月１３日 

 

（169）２０２５年日本国際博覧会 弁天町駅自由通路等警備業務 

・契約の相手方  株式会社ビケンテクノ 

・契約金額    ２４０，１３７，５９０円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月５日 

・契約期間    ２０２５年３月５日～２０２５年１１月３０日 

 

（170）カートの運行等業務委託 

・契約の相手方  株式会社ＪＴＢ 

・契約金額    ３３７，６５５，０８０円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月５日 

・契約期間    ２０２５年３月５日～２０２５年１２月３１日 

 

（171）２０２５年日本国際博覧会 入場券販売関連システムサービス提供業務委託（変更

契約） 

・契約の相手方  ぴあ・GF・JCD共同企業体 

・契約金額    ２，６５６，９５９，６００円（税込） 



85 

 

・変更金額（増額）３５７，１０８，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月６日 

・契約期間    ２０２２年５月２０日～２０２５年１２月３１日 

 

（172）２０２５年日本国際博覧会 桜島交通ターミナル警備業務(変更契約) 

・契約の相手方  日本管財株式会社 

・契約金額    １，５２５，０５２，１００円（税込） 

・変更金額（増額）１９０，７５２，１００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月７日 

・契約期間    ２０２４年１月９日～２０２５年１１月３０日 

 

（173）２０２５年日本国際博覧会 舞洲地区会場外駐車場等警備業務（その１）（変更契約） 

・契約の相手方  2025 年日本国際博覧会 舞洲地区会場外駐車場（その１）警備共同企

業体 

・契約金額    １，１２４，２８８，０００円（税込） 

・変更金額（増額）１４２，０７６，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月１８日 

・契約期間    ２０２４年１月９日～２０２５年１１月３０日 

 

（174）２０２５年日本国際博覧会 桜島交通ターミナル警備業務(変更契約) 

・契約の相手方  日本管財株式会社 

・契約金額    １，６８７，７５２，０００円（税込） 

・変更金額（増額）１６２，６９９，９００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月１９日 

・契約期間    ２０２４年１月９日～２０２５年１１月３０日 

 

（175）２０２５年日本国際博覧会 夢洲身障者駐車場等警備業務（その２） 

・契約の相手方  2025年日本国際博覧会 夢洲身障者駐車場警備共同企業体 

・契約金額    ２９７，０８８，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月１９日 

・契約期間    ２０２５年３月１９日～２０２５年１１月３０日 

 

（176）２０２５年日本国際博覧会 夢洲交通ターミナル警備業務（その２） 

・契約の相手方  株式会社エムズジャパンセキュリティ 

・契約金額    １６１，６４８，３００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月１９日 
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・契約期間    ２０２５年３月１９日～２０２５年１１月３０日 

 

（177）万博会場来場促進に向けたミャクミャクブランド強化事業委託 

・契約の相手方  2025大阪・関西万博マスターライセンスオフィス 

・契約金額    ２４９，３１０，１４４円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月１９日 

・契約期間    ２０２５年３月１９日～２０２５年１０月３１日 

 

（178）2025年日本国際博覧会 夢洲交通ターミナル警備業務（変更契約） 

・契約の相手方  株式会社エムズジャパンセキュリティ 

・契約金額    ２，６７１，７３６，１００円（税込） 

・変更金額（増額）４８９，３３６，１００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月２５日 

・契約期間    ２０２４年１月９日～２０２５年１１月３０日 

 

（179）２０２５年日本国際博覧会 施設警備実施業務（変更契約） 

・契約の相手方  綜合警備保障株式会社 

・契約金額    ７，５２４，８２６，６３１円（税込） 

・変更金額（増額）５９８，９９５，７００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月２６日 

・契約期間    ２０２４年２月１日～２０２５年１１月３０日 

 

（180）２０２５年日本国際博覧会 施設整備事業 PW南東工区（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  清水・東急・村本・青木あすなろ共同企業体 

・契約金額    ２６，３６９，８０５，０００円（税込） 

・変更金額（増額）１９６，５４４，７００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月２８日 

・契約期間    ２０２３年４月１９日～２０２５年５月３０日 

 

（181）２０２５年日本国際博覧会テーマ事業「いのちの輝きプロジェクト（シグネチャー

プロジェクト）におけるユニット No.1『いのちを知る』『いのちを育む』実施製作統

括管理業務（変更契約） 

・契約の相手方  株式会社博報堂 

・契約金額    ３，１５３，２４７，０００円（税込） 

・変更金額（増額）３２３，４０４，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月２８日 
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・契約期間    ２０２２年１２月１６日～２０２５年１２月３１日 

 

（182）２０２５年日本国際博覧会 会場内警備カメラ等ネットワーク構築及び放送スピー

カー設置等工事（工事請負）(変更契約) 

・契約の相手方  エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 

・契約金額    １，４１２，４３０，８２２円（税込） 

・変更金額（増額）２８９，３３０，８２２円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月３１日 

・契約期間    ２０２４年６月４日～２０２５年３月３１日 

 

（183）音楽著作物利用許諾契約 

・契約の相手方  一般社団法人日本音楽著作権協会 

・契約金額    ２３６，８４３，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月３１日 

・契約期間    ２０２５年３月３１日～２０２６年３月３１日 

 

（184）２０２５年日本国際博覧会 公式参加者催事業務（公式参加者催事運営・支援業務） 

・契約の相手方  ＪＣＤ・電通ライブ共同企業体 

・契約金額    ２９６，４５０，０００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月３１日 

・契約期間    ２０２５年４月１日～２０２５年１１月２８日 

 

（185）２０２５年度 途上国支援対象タイプ B館の運営準備及び運営業務 

・契約の相手方  途上国支援対象タイプ B館運営準備業務共同企業体 

・契約金額    ６２２，９６４，５００円（税込） 

・契約日     ２０２５年３月３１日 

・契約期間    ２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日 

 

１０ 資金の確保 
（１）寄附金収入       ９，１０２，９４２，９２９円  

  1 一般寄附金            １９，１４０，０００円  

2 特別寄附金       ９，０８３，８０２，９２９円  

  ※現物寄附は除く 

 

（２）補助金収入         ９１，３１７，７６７，８００円  
1 国庫補助金          ４５，６５８，８８３，９００円  

2 地方公共団体補助金等  ４５，６５８，８８３，９００円  
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事業報告書の附属明細書 
 

 

 ２０２４年度事業報告（２０２４年４月１日から２０２５年３月

３１日まで）には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施

行規則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補

足する重要な事項」として記載すべきことはない。 

 

 

 

 


